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例　　　言

1．本書は、可児市字柿田における柿田遺跡馬乗洞地点（21214－08846）の緊急発掘調査報告書である。

柿田遺跡馬乗洞地点は東海環状自動車道・国道21号線バイパスにアクセスする市道建設に伴うもので、

遺跡の有無や範囲を確認するための試掘調査を経て、最終年度には本発掘調査を行っている。調査面

積は、総計で1，7671ポである。なお、3年にわたる調査の経過はそれぞれ本文中に記した。

2．試掘調査・本発掘調査の現場作業は平成13年度、14年度、16年度に実施し、整理・報告書刊行の作

業はその後継続的に平成20年度まで実施した。尚、現場調査及び整理作業は、いずれも可児市教育

委員会が直営で実施した。

3．発掘調査の体制は以下のとおりである。

教育長　　　　波過　春光（平成13年度）井戸　英彦（平成14～16年度）

教育部長　　　　武藤　隆典

文化振興課長　　長谷川　強（平成13年度）藤田　祀三（平成14～16年度）

文化財係長　　　長瀬　治義

調査担当者　　　吉田　正人　松本　茂生

調査補助員　　　成尾　孝子　本田　博志　水野デソ子

作　業　員　　　伊佐治　誠　岩名　草代　押井　正行

香田　公夫　土田　晃司　水野　良雄

4．本編の編集・執筆、掲載写真の選択とレイアウト、遺構図面トレース及びレイアウトは松本茂生が行っ

た。遺構図面の編集、遣物の整理は吉田正人、遺物に関する執筆（一部）は長瀬治義が担当した。また、

遣物の整理及び実測、トレースは成尾孝子と本田博志が、遣物の撮影及びデータ作成、表の作成等を

長江真和が担当している。

5．調査記録及び出土遺物は、可児市教育委員会（可児郷土歴史館）で保管している。

6．報告書に掲載されている地図及びそれに関連した図版に関しては、可児市長の承認を得て、同市所管

の都市計画図を使用して得たものである。

彦幸西ヒ
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第1章　第1次調査

第1節　調査の経緯

1．試掘・確認調査の経緯と経過

柿田遺跡馬乗洞地点の発掘調査は、東海環状自動車道に接続する市道及び道の駅建設に

伴うもので、北側に隣接する「柿田遺跡」に関して、（財）岐阜県文化財保護センターが

先に行った調査でその全容が確定できなかったことから、建設予定地及びその周辺から関

連した遺構が出土する可能性が高いと判断し、遺跡の有無やその範囲を確認するための試

掘調査を行った。期間は平成1享年10月1日から平成14年1月31日まで、約630誼の

面積について調査を実施した。

市道建設予定地について用地買収が終了した北側から順次行うこととし、遺跡の有無を

確認しながら、調査対象となる範囲を決定するという方針を採った。

平成13年度実施の調査を第1次調査として、可児市柿田宇目田地内の市道建設予定地

に南北方向のトレンチ（試掘坑）を設定した。表土を重機（バックホー）による荒掘りの

後、人力による精査を行っている。

道路予定地のほぼ中央部分に南北方向のトレンチ（幅2mX長さ93m）を設定した。地

山面まで掘り下げ、遺構や遺物の有無、土層の状況を確認した。調査地北側2／3は、丘

陵地裾部分にあたり10cm程度の表土しかなく、中世の井戸跡と近世の暗渠（排水溝）が

検出された。南側1／3については現況が水田であったことから、地表面から深さ1，1～1．5

mまで掘り込んだところ、多数のピットが検出されたので、道路幅いっぱいまで調査範囲

を拡張した。その結果、調査範囲全体で遺構が確認された。

発見された遺構は「柿田遺跡」の範囲内にあると推測されたので、今回調査を行った範

囲の南側及び西側についても遺構の存在する範囲が広がっていると考えられることから、

範囲以南の部分についても調査を行うことを決定した。

調査は、吉田正人が担当した。

関係法令等に基づく試掘・確認調査の諸手続きは以下のとおりである。

事業者発　平成13年5月11日　　　　　　　　　　　市教委苑　　　　試掘調査の申請

市教委発　平成14年2月8日　　数社第178号　　　県教委宛　　　　発掘調査の終了報告

市教委発　平成14年2月8日　　数社第179号　　　可児警察署宛　　埋蔵物発見届

県教委宛　　　　　埋蔵物保管証

市教委発　平成14年2月8日　　数社第180号　　　事業者宛　　　　結果報告

市教委発　平成18年6月20日　数文振第67号の4　県教委宛　　　　出土文化財譲与申請

県教委発　　平成18年7月13日　　社文第138号の10　市教委宛　　　　　出土品譲与通知
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第2節　遺跡の立地と環境

1．立地と環境

可児市北東部の端に位置し、御嵩町に隣接している。北側を流れる可児川により形成さ

れた沖積平野と南側にある浅間丘陵地の麓に広がる扇状地上に存在する。沖積平野の北側

には御嵩山地が連なり、南側の浅間丘陵地と挟まれるような形で、緩やかな勾配の平野が

広がっている。

可児市から御嵩町にかけてのこの一帯は、古代において美濃国可児郡に属していたとさ

れ、7世紀後半には行政区画として存在していたことが明らかになっている。「郡家」、「駅

家」と呼ばれた郷が存在したことから、当時の行政拠点が置かれていた可能性が考えられ

る。現在の御嵩町字顔戸が郡家郷に比定されることから、東山道が近くを通っていたこと

が想定されている。

第1図　調査区位置図
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調査区の北側の御嵩町内には平成9年に調査

された「顔戸南遺跡」が存在し、古墳時代から

中世にかけての集落跡、水田、道路状遺構（古

代）が発見されている。さらに北側の可児川対

岸には「金ヶ崎遺跡」が存在し、平成12年度　等

の調査により、竪穴住居跡、掘立柱建物跡など

と並んで多くの墳丘墓が発見され、「顔戸南遺

跡」に関連した墓城であったと考えられている。

調査区北西側では、平成11～13年にかけ

て東海環状自動車道可児御嵩インターチェンジ　離

建設の際に行われた発掘調査で「柿田遺跡」が

発見された。この遺跡からは集落跡、旧河道跡、

水田等の遺構が検出され、縄文～近現代にかけ　Lr

て各時代の様相を確認することできる様々な遣

物が出土している。また、これは北側に存在す

る「顔戸南遺跡」と一体の遺跡であると考えら

れ、特に弥生から古墳時代にかけての集落や水

田の様子を知る上で非常に貴重な成果となっ

た。南側には、「神崎山古墳」、「前山2号墳」、

「杉ヶ洞古墳群」（いずれも古墳時代後期）等が

存在し、古墳時代を中心に当時のこの地域の様

子を窺い知ることができる様々な遺跡が確認さ

れている。

む／÷
第2図　平成13・14年度グリッド設定図

参考文献

財団法人　岐阜県文化財保護センター『顔戸南遺跡』2000

財団法人　岐阜県教育文化財団二『柿田遺跡』2005

可児町教育委員会『可児町神崎山古墳発掘調査報告書』1976

可児市『可児市史』第1着　通史編　考古・文化財　2005
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第3節　遺構と遺物

1．屑　序

対象範囲のほぼ中央部に幅2m、長さ93mのトレンチを設定した。機械掘りと手作業

を併用しながら、地山面まで掘り下げたところ、トレンチの北側約2／3は地山面が高い

位置にあり、現況地表面から約10cm下げたところで地山に達した。堆積層は、表土のみ

の一層であった。

これに対して、南側約1／3は現況が水田となっており、南側の丘陵部が形成した谷の奥

から運ばれた土砂が堆積する沖横地となっている。

そのため地山面に達するまでに1．1～1．5mの深さがあり、表土を含めて4層が堆積し

ていた。このうち、地山面直上に堆積する暗又は黒灰色粘質土層（第5図④層）から、奈

良時代のものと思われる須恵器を中心に、中世の陶片や着火用の木製品などが多数出土し、

良好な遺物包含層が残存していることが確認された。

2．遺　構

市道の建設予定地区の北端部から幅2mのトレンチを南へ向かって掘り進めた。市道建

設予定の範囲全体をカバーする必要があったが、最終的には全長約85mを掘削し、遺構・

遺物の有無を確認した。

トレンチを30mほど掘り進んだところで、トレンチ内で検出された遺構が西側へ広がっ

ている可能性が確認されたので、トレンチの開始点から25mより南側の部分については

西へ3mほど調査範囲を拡張し、全体で5m幅のトレンチ内部を遺構の残り具合を確認

しながら掘り進めた。

最初にトレンチを掘削した範囲を「M」区とし、トレンチ開始地点から南へ5mごとに

「1」から順番の番号を設定した。最終的に南北方向には「17」番までの区画が設定された。

遺構の検出及び遺物の取り上げに関しては、この5×5mのグリットごとに行うこととし

た。

またトレンチ開始点から35m以降（M7区以降）については、拡張後の5m幅のトレ

ンチよりも更に西側に遺構が続いているため、幅1m分を更に拡張し、「L」区とした。

トレンチのスタート点から北へ幅2mX長さ5mの範囲を追加で掘削したが、遺構、

遣物共に確認することはできなかった。その部分についてはM区の「－1」とした。

調査対象範囲の南側1／3にあたるM12区以降については、地山面が大きく下がり、

トレンチ内からピット及び土坑（SK）、溝（SD）が集中的に検出されたので、トレン

チを拡張し、市道建設予定の幅17mの範囲全体を掘り下げて、遺構の残存状況を確認した。

M区より西については引き続き「L」区とし、東側へと拡張した部分に関しては、5mご

とに「N」イ0」区とした。（第2図）
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第3図　平成13年度調査区平面及び土層図（1）



第4図　平成13年度調査区平面及び土層図（2）

お
餌
な
ポ
　
三
世
C
愈
）
¶
執
薫
脚
琶
㊧

刃
虹
貨
車
↓
髄
鞘
⑳

噌

Y

枢

　

‖

○

莞

芸

道

函

南

∂
釦
暫
′
【
、
山
㍊
誉
璧
甲
サ
瞥
㊧

（
鎌
諾
多
年
）
■
甲
£
毘
晶

三
世
〔
愈
）
羽
中
蛸
脚
¶
枇
・
亜
疫
東
飼

¶
蝋
令
亜
■
札
＠

ー
融
－
t
＼

（
一
冊
璽
）
羽
糾
合
朝
刊
♯
盤
＠

二
間
璧
）
↓
劇
招
㊤

■
卿
空
軍
㊥

刃
誠
金
品
■
枇
㊧

■

顎

慧

器

肯

函

（
↓
侭
）
■
璧
慧
器
茶

∈
○
の
〓
1



調査区内の遺構の残存状況は、調査範囲の南北で大きく様相が異なる結果となった。ト

レンチ開始点からMll区までの北側2／3については、比較的新しい時代の遺構が検出さ

れた。多くはSKとSDで、ピットは比較的少をい。遺構の性格が明確では無いものも含

め特徴的なものを以下に述べる。

SEl（第3図・第6図・第7図）

M6・7区から検出された直径1．8mの井戸跡である。内部を掘削すると、検出面より

20cm掘り下げたところから14世紀前半～15世紀前半頃の山茶碗の小皿2点（遺物番号

101・102）が出土した。さらに下へ掘り下げると70cmほど下がった部分から、井戸の残

骸である木製の曲物が出土した。曲物の周辺には固定するための石が残っており、井戸の

設置時に埋設されたと考えられる。（井戸の設置時の状況を確認することができた。）

最終的に曲物内部及び周囲の埋土（石も含む）を除去した。埋土は粘土状で水分を多く

含む状態であった。残された曲物は非常に脆い状態で、取り上げた後、すぐに水につけて

保管することにした。なお、掘削時に曲物を計測したところ、直径50cm、高さ40cmであっ

た。また、SEl自体は深さ1．2mを測る遺構であった。（第7図参照）

SX2・SX3（第3図・第6図）

SEl周辺からは方形の遺構SX2とSX3が検出された。2つのSXは一辺の長さ約

2mで、その形状から周溝墓のようにもみえるが、埋葬に関連した施設は確認されず、ま

た遣物も乏しい状態だったので遺構の性格は明確ではない。大きな土坑（SK）である可

能性もある。

SXl（第4区l）

M8・9区からはトレンチ内の半分を占める規模の遺構SXlが検出されている。これ

もSX2・3同様に平面的な形状から周満墓なのではないかと推測されるが、遺構の性格

を明確にできるような要素は確認されなかった。SXlは一辺2．4mのほぼ正方形で、そ

の東側にSD12が東西方向に延びており、SXlがこれを切るような位置関係にある。

なお、このSD12は長さ1．2m、幅20cmの比較的小型の溝ではあるが、内部に石組が残っ

ていることから、暗渠であった可能性も考えられる。

SDlO・11（第4図・第10図・第11図）

上記以外の遺構としては、溝状遺構（SD）、土坑（SK）、ビット数点が検出されたが、

その中でも大きな遺構としてはM8・9区から検出されたSDlO・11で、暗渠と思われる。

北側に位置するSDllは、幅60cmの満内部に小石や礫を組み合わせた石組が造られてお

り、石組内から措鉢の破片1点が出土している。南側のSDlOも大きさ及び構造面でもほ

ぼSDllと同じであるが、途中から満が二又に分かれている（計3本の水路がある）部分

が異なる。また石組内からは措鉢、徳利、茶碗等の陶器片が全体に散らばるように出土し、

SDllの状況とは対照的である。ほぼ同時代の遣物が出土している点から、この2つの遺

構は、同時期に造られたものと考えられ、時期は近世（江戸時代）と考えられる。

この暗渠に関しては、試掘調査を開始したころから確認され、その後幅5mまで拡張し

た際も、その拡張幅全体にわたって検出された。調査対象範囲内を東西方向に横切る形で

設置されていることから、周辺の未発掘部分も含めて遺構全体が残存していると思われる。

－7－



MlO区より南側の範囲については、数点のピットとSK7が検出された。SK7はS

DlO・11と同じ地山上にあり、それらと同じく近世の遺構と考えられる。（第9図）

M12区以降はそれまでの部分と大きく様相が異なる。現況が水田耕作地であり、丘陵

地の谷奥から流れ込んだ土砂が堆積する地形であることから、地山の位置が低い。

M13区では少し特殊な状況を検出した。サバ土を用いた整地面が地山より上に造られ

ており、過去に地形を改変する作業が行われたと考えられる。遺物については、整地面上

から白菜、山茶碗の破片が出土しているが、造成が行われた時代は特定できなかった。

M14区以南については1．1～1．5mほど掘り下げた結果、地山面から多数のピット、SD、

SKが検出された。このうち一部のピットが掘立柱建物（SH）の柱跡であることが確認

された。

SD（第5図）

区画範囲内に計9ヶ所で確認された。特に南端部（16・17区）のSD6及びSD8は

調査区内を東西に渡って横切るような規模の大きさがあった。ただし、浅いくぼみのよう

な状態であり、自然流路跡の一部である可能性も考えられる。

SDl～5は、検出された範囲が調査区の西側に集中し、かつ互いに切り合うような位

置関係にあることから、他の遺構と関連して人工的に配置された溝である可能性も考えら

れる。中でもSDlは長さ6m、幅80cmと大型で、LM15区内を東西方向に横切っている。

このSDlに直交するのがSD5で南北方向に延びている。SD3はSD5のさらに北

に位置し、切り合い関係にある。SD4は、LM15～17区にかけて調査区の西端を南

北方向に延びているが、途中でSDlなどの他の遺構に切られている。（なお、M13区で

検出されたサバ盛土は除去し、地山面まで掘り込んでいる。）

SHl（第5図）

LM12～15区に点在して検出されたピット群について、柱穴として掘られたと思われ

るものがいくつか存在した。その中でも2点は実際にピット内部から柱痕を検出している。

検出作業後、ピット内を掘削して柱痕が残存していたものを中心に、その位置関係を平面

的に観察したところ、直径20～40cmのピットが約1．8m間隔で方形を成して並んでい

ることがわかった。このことから、一連のピットの並びは掘立柱建物跡（SHl）である

と判断した。

SHlは北西一南東を軸とする長方形を呈し、大きさは長辺が約11m（柱穴7個分）、

短辺5m（柱穴4個分）。少なくとも6×3間の建物があったと考えられるが、今回の調

査で検出された範囲は一部であり、調査区外に続いていることから、その全容を把握する

ことはできなかった。

またSHlが存在する場所の南側には、SDl～5を中心にいくつもの遺構が存在する

範囲があり、両者が関連した遺構である可能性は高い。

SK（第5区l）

LM12～17区の範囲内の8ヶ所で検出された。平面形態は円形（一部は楕円形）を

呈しているが、その性格について明確なものは無かった。
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第6図　LM6区内遺構実測図
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ピット

ピットに関しては、直径も大小様々で、互いに切りあっているものや内部に柱の一部が

残存するものなど状況は一様では無い。SHl以外に建物跡を形成すると明確に考えられ

るピット群を確認することはできなかった。なお、今回の調査範囲全体で検出されたピッ

トの数は286個である。

その他の遺構

上記以外に2つの遺構について述べる。まず1つはLM17区にある右列である。右列は、

SD6とSD2の間に挟まれるように位置し、北東一南西方向に斜めに存在する。長さ

約3．2m、幅40cmのこの遺構は、大きさが10～20cmの礫を組み合わせた2列の石組が

平行に並んでいる。石の配置や構造から暗渠内に敷設される石組である可能性が考えられ

①灰褐色粘耳土　囲い　地山超含む

②灰褐色粘質土　軟らかい　銭分・地山地含む

③灰褐色土（やや枯野）　砂地含む

④灰褐色土（やや枯野）　地山地含む

⑤黒灰色粘質土　砂混じる

山茶碗

0　　　　　　　　　1m

l l l

第7図　M6・7区SEl土層図

1145m
A Al

］ 0　　　　　　　　1m

－＿＿＿lJ＿＿　＿＿　　l

第8区I LM7区内遺構実測図
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る。（第5図）

もう1つは、調査区南端に位置

する017区内で検出された杭列

である。計10本の杭が南西方向

に斜めに配置され、近接するSD

8などの比較的大きな溝に関わる

施設の一部として、護岸のために

敷設されたと考えられる。ただし、

遣物等を伴う遺構ではないため、

設置された時代は不明である。（第

12図）

第9図　MlO区SK7実測図

◎

◎

◎

⑤

諌
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3．遣　物

遺物は、北側2／3と南側1／3で出土状況や時代、数量などが大きく異なる。

層位的には、北側が地山直上ないしは遺構内部であるのに対して、南側では堆積した2

つの層及び地山南、地山より検出された遺構内部であった。遣物の出土状況は、そのほと

んどが破片で、器種を特定できないものも多い。また洗浄後の整理作業の中で、接合後器

種を確認できるものも含め、その一部を図化・掲載した。それでは以下に詳細を述べる。（表

1）

土師器（遣物番号1～5）

いずれも南側の拡張区内で出土している。1～3は牽（2は塁の可能性もあり）で、い

ずれも遺構に関連するもので、時期は6世紀後半から7世紀である。4は何らかの土器の

脚のような形状であるが、本来の形は不明である。5は土錘でほぼ完形であった。4・5

共に時期は不明である。

須恵器（遣物番号6～41）

今回の調査で最も多くの量が出土しているのが須恵器片である。前提としてそのほとん

どか破片であり、器種を特定できるものはその一部である。最も多くの遺物が出土してい

るのが地山直上の④層であり、区画に関しても南側（13～17区）からのものが多い。須

恵器だけでも出土した遺物の数は数千点に及ぶが、遺構に関連したものはその一部である。

報告書に掲載した遺物は、杯身（6～18）、杯蓋（19～24）、高杯（25）、平瓶（26）、牽（35・

36）、壷（33・34）、長頸瓶（ミニチュアも含む：27～29）、盤（30～32）などがある。珍

しいものとしては、円面硯（37）、風字硯（38）などがあった。

時期はいずれも8世紀前半から9世紀後半にかけての遣物がほとんどである。明確に遣

桶に伴うものは無いが、区域としては13区以南から出土し、SDやSKに関連している

可能性がある。

須悪器：墨書（遺物番号42～91）

多くが杯身（42～67）や杯蓋（68～81）であり、その底部外面や内部に墨で何らか

の文字が書かれている。その他の器種では椀の底部外面及び内面（82、「高屋」、「易」に

似た文字）、盤の底部外面（83～85、いずれも「垣田」。）、高杯の脚部（87、「酒」のよ

うな文字）などがあった。

杯身に関しては底部外面に墨で文字が書かれたものが多いが、文字自体を判別できるも

のはその一部となる。地域的な意味と関連して「垣田」（「垣」、「田」といった単独の文字

が残ったものも含む。）と書かれた須恵器片が一定数出土している。

杯蓋に関してはその内面に文字が書かれ、杯身同様に不明なものも多く、一定の傾向は

みられない。ただし、杯身と共通する部分として「垣田」と書かれたものがあり、組み合

わせて使われていたと考えられる。また墨書だけではなく、へラによる線や記号を伴うも

のもみられる。

現在は「柿田」と表記される地名であるが、少なくとも古代には同じ読みをもつ地名が

存在したとわかり、また地名を記した土器が出土したということは、「柿田遺跡」での出

土遺物の状況と対比して、個人の生活空間で雑器として使われたというよりは、地域のコ

ミュニティーの共有物ないしは公的な機関で特定の目的で利用されていた特別な土器と考
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えられる。

このような事実を基にして、調査区内に残されていた建物跡の性格を分析・推測するこ

とが可能であり、非常に重要な出土品だと考えられる。

内部に「美濃」と刻印されたもの（41）、外面に「府」とへラ書きされたもの（40）な

どが存在する。

自棄（遣物番号92～96）

過物量としては比較的少なく、山茶碗同様に③層より下層に含まれるが、地山面に近づ

くほどその出土数は少なくなる。器種は椀と皿で、時期は10世紀である。掲載した遺物

はいずれも13区以南から出土し、④層にそのほとんどが含まれており、遺構に伴うもの

は無い。

山茶碗（遣物番号97～106）

報告書に掲載した遣物は椀、皿（小皿）の2種類であるが、実際に出土した遺物も概ね

この2種類となる。主に④層及びその上層である③層内から出土し、調査区の全域にわた

る。103～106は墨書がみられる。

98は小皿で、SDlO内から出た最も古い時代の遺物で、12世紀末から13世紀初頭と

思われるが、遺構の性格上流れ込みと考えられる。

MlO区以降で出土しているものは小皿（99・100）と碗（103～105）で、自然粕がか

かり、時期的には13世紀前半から15世紀にわたる。103～105の碗はいずれも墨書で

あり、底部外面に文字が書かれていることはわかるが、文字そのものを特定することはで

きなかった。

101・102，106はSE1、101・102はSEの上層から出土し、時期は14世糸己前半。

106はそれより下層（曲物が残存していた粘土質層）から出土しているが時期は不明であ

る。器種はいずれも皿で、106は底部外面に文字（「A」のような文字、釈読不明。）が書

かれている。

近世陶器（遺物番号107～122）

時代的には江戸時代（18世紀以降）のものがほとんどで、報告書に掲載したものは大

半がSDlO・11の内部から出土している。調査区全体からも表土に近い層から新しい時

代の遺物が出土している。

SDlO・11の内部から出た陶器片については、暗渠内の石組に混じって出土している

こともあり、遺構の年代を考える上で重要である。出土通物の器種は様々であり、主なも

のは椀、皿（灯明皿など）、徳利、措鉢、有耳壷、土瓶などの生活雑器である。

比較的古い時代にあたる16世紀末の灰粕折線皿（113）はLM13区のサバ盛土の上層で、

これは流れ込みである可能性が高い。

－16－
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第10図　暗渠排水溝（SDlO・11）及び周辺遺構実測図（1）
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①黒色粘質土（表土）

②褐色土

③灰褐色粘質土（暗渠内に堆積した泥）

A

1150m生

第11区l　暗渠排水溝（SDlO・11）及び周辺遺構実測図（2）
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木製品

土器以外の遺物としては木製品があげられる

が、実際に出土したものは火付け棒の破片、火

種を移すための木片（燃えかす）、柱穴内から

は柱痕が何ヶ所かから出土している。出土した

柱痕の直径や材質等から考えて、この場所に建

設されていた建物の規模を分類することができ

る。また、こうした具体的な用途や性格を解明

できるもの以外にも、元の形状を類推すること

ができない木片も含まれており、一定の分量が

出土している。

石器（第33図の1～3、表4・5）

スクレイパー1点と磨製石刀1点、磨製石剣

第12図　017区杭列実測図　　　　1点、砥石片2点、敲石1点が出土した。

いずれも③～④層の包含層から出土しており、流れ込みであり、縄文時代に属するもの

とみられる。

1は粘板岩製とみられる磨製石刀で、裂けるように割れるなど欠損が著しいものの、整

形や研磨（表面が風化により保存不良部分有り）までされた成品と思われる。2は濾飛流

紋岩梨とみられ、石冠ではなく磨製石剣であろう。切先部分のみの破片であるが、やはり

整形や研磨はしっかりしており成品である。横断面は凸レンズ形を呈する。3は砂岩製で、

石斧というよりもスクレイパーであろう。刃部は部分的に研磨され両刃となっている。

参考文献

可児市教育委員会『川合遺跡群』1994

可児市『可児市史』第1巻　通史編　考古・文化財　2005

財団法人　愛知県埋蔵文化財センター『廻間遺跡』1990

財団法人　愛知県埋蔵文化財センター『松河戸遺跡』1994

財団法人　愛知県埋蔵文化財センター『志賀公園遺跡』2001

赤塚次郎・早野浩二「松河戸・宇田様式の再編」『愛知県埋蔵文化財センター研究紀要』

第2号　財団法人愛知県埋蔵文化財センター　2001

財団法人岐阜県文化財保護センター『顔戸南遺跡』2000

財団法人岐阜県教育文化財団『楠田遺跡』2005

一19－

m2



第4節　ま　と　め

平成13年度以前に岐阜県文化財保護センターで実施された「柿田遺跡」の結果から想

定された可児市柿田地区から御嵩町一帯に広がる過去の痕跡に関して、その広がりの全容

は未だ確認されていない。

住居跡、水田跡、自然流路跡、護岸遺構等の平地面に広がる様々な遺構群や南側の丘陵

地の裾部分に存在する何ヶ所かの古墳などから、かなり広範囲で多くの人間が活動してい

たことが窺われる。

柿田地区は可児川を中心とした広大な水田地区となっており、発掘された「柿田遺跡」

の状況から推測することで、この地区がいつごろからそのような様相となったのかを類推

することが可能である。

平成13年度実施した試掘調査によって、現況地表面より約1．5m下から、奈良から平

安時代にかけての遺構が検出され、それに伴い多くの須恵器・自盃・山茶碗の破片が出土

した。

多数の柱穴が存在することからも、この地区に多くの建物があったことが想定されるが、

それが単なる一般的な住居跡というより、公の機関が使用する性格を有する大型の建物で

ある可能性も考えられる。

現時点で確認することができた事実は、調査範囲が限定的であることから、ごく僅かで

あるとも言える。

今回の「柿田遺跡」に関連した区域の発掘調査で得られた結果からは、県が実施した調

査に関連したような縄文・弥生時代へと遡るような遺構・遺物はみられなかったが、少な

くとも奈良時代以降の人間活動の痕跡を確認できた。このことからも柿田地区の古代以前

の状況を把握する上で、今後も計画的な調査を実施していく必要があると考えられる。
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第2章　第2次調査

第1節　調査の経緯

1．試掘・確認調査の経緯と経過

調査地は、可児市柿田字前山675番地1、同番3である。平成13年度同様、市道の建

設及び今後予想される周辺の開発に備えるために試掘・確認調査を実施する方針を採った。

平成14年度試掘調査（第2次調査）は、前年実施した範囲（第1次調査）の南側を拡

張する形で行った。第1次調査と同様に市道建設予定地内に幅2mのトレンチを南北方

向に設定し、地山面まで掘り下げることで、遺構や遣物の有無及び土層の状態を確認した。

実際に掘削を開始すると宅地用の造成土が約1．2mあることが判明した。このまま2m

幅を維持しながら、トレンチ内で精査の作業を続行することは危険を伴うこと、前年同様

に下層部に近づくほど多量の地下水が湧き出るなど、調査を実施する上で円滑な作業を進

めることが困難になることが予想されたので、安全面及び作業効率を鑑みて、調査範囲を

拡張し、予定地全体を掘削する方法をとることになった。

結果として、市道予定地（幅約17m）全体をトレンチとして設定し直し、長さ約20

mの範囲全体を重機と人力で掘削した。造成土（深さ1．2mの造成土）を剥した後、更に

1mほど掘削し、現況地表面から約2．5mで地山に逢した。造成土を取り除いた面から地

山まで、人力による精査を行った結果、多量の須恵器片が出土し、柱穴、自然流路跡、石

組護岸等の遺構も検出した。

期間は平成14年10月14日から平成15年1月24日まで、約360Ⅰポの調査を実施した。

調査は、吉田正人が担当した。

関係法令等に基づく試掘・確認調査の諸手続きは以下のとおりである。

市教委発

市教委発

市教委発

市教委発

県教委発

市教委発

県教委発

平成15年1月29日

平成15年1月29日

平成15年1月29日

平成15年1月29日

平成15年2月17日

平成18年6月20日

平成18年7月13日

散文振第229号

数文振第232号

散文振第230号

数文振第231号

社文第38号の37

教文振第67号の6

社文第138号の12

【21

県教委宛

事業者宛

可児警察署宛

県教委宛

市教委宛

県教委宛

市教委宛

発掘調査終了の報告

発掘調査の終了報告

埋蔵物発見届

埋蔵物保管証

文化財認定（通知）

出土文化財譲与申請

出土品譲与通知



第2節　遺跡の立地と環境

1．立地と環境

可児市北東部の端に位置し、御嵩町に隣接している。北側を流れる可児川により形成さ

れた沖積平野と南側にある浅間丘陵地の麓に広がる扇状地上に存在する。沖積平野の北側

には御嵩山地が連なり、南側の浅間丘陵地と挟まれるような形で、緩やかな勾配の平野が

広がっている。

平成14年度の調査を実施した区域は、前年実施した試掘・確認調査で対象とした区画

の南側にあたる。この区画は可児川左岸の馬乗洞といわれる谷部入り口付近で、沖積地部

分に立地し、調査前の現況は水田を埋め立てた宅地であった。

本年度対象とした市道建設予定地の範囲のさらに南側の丘陵地裾には、杉ヶ洞3号墳（6

世紀末～7世紀初頭：出土した須恵器より）が存在する。直径約16mの円墳で、周濠幅

約2mがめぐる疑似両袖式横穴式石室（全長6．2m、最大幅2．2m、盗掘、天井石なし、

玄室・羨道、閉塞石残存）が現存しており、玄室入り口から周清にかけて長さ4．1m、幅0．6

mの排水溝が存在した。

石室内からは金環・馬具（しおで座金具卜刀子・鉄嫉、土師器・須恵器、管玉・臼玉・

ガラス小玉などが出土し、確認された遣物の年代が若干異なることから、追葬が行われた

可能性が考えられる。（出土品が2時期に分かれる。）

また、馬具が出土していることから、被葬者はこの地域の有力者であった可能性が考え

られる。

杉ヶ洞3号境の西側には、竪穴住居跡2軒が検出されているが、遺物等が出土していな

いことから、年代や状況等は明確になっていない。

さらに南側には杉ヶ洞5号項が存在し、調査の結果、7世紀前半の円墳で、直径約18m、

無袖式横穴式石室（全長5．4m、最大幅1．6m、盗掘、天井石なし）が現存し、石室内か

らは金環（1個）・刀子・鉄銘などが出土している。
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第13図　平成14年度調査区平面図
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第14区l　平成14年度調査区土層図
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第3節　遺構と遺物

1．層　序

平成13年度試掘・確認調査（第1次調査）を実施した範囲の南側に当たるため、現況

地表面から1．2～1．5m下まで掘り下げる必要があるとの認識で作業を開始したが、実際

には宅地造成に伴う造成土が1．5mほど存在し、それを重機で取り除く必要があった。（こ

の理土内部から遺物等は発見されなかった。）

その後、地山面に到達するまで約1mにわたって4層に及ぶ堆積層がみられた。上部

から人力で層ごとに掘削を進めると、地山直上の暗又は票灰色粘質土（⑥層）から須恵器、

日夏を中心とした土器片が多量に出土した。これは前年の調査で確認された遣物包含層（第

5図④層）と同様の層と思われる。また⑥層の上にあった③層からは山茶碗、施粕陶器の

破片など、比較的新しい時代の土器も出ている。

⑥層を除去した下に灰色粘質土層（⑩層）が検出された。この層からは須恵器が出土し

ているが、調査範囲を拡げていく過程で、調査区中央部を南北方向に流れる満状遺構が確

認され、最終的にそれが自然流路跡（NR）であることがわかった。この地山とは異なる

⑩層は、その範囲からNR内に堆積した埋土と考えられる。さらに⑩層を除去した後には

⑧層（砂礫層）があり、NRの底部に至る。この⑧層からも須恵器片が出土している。

2．遺　構

平成14年度に実施した調査範囲は、道路建設の予定区域に入っていたが、平成13年

度調査が試掘・確認のための調査であることや調査期間の時間的な制約もあって、作業が

実施されず残されていた。それまでの調査結果から市道建設の予定区域には「柿田遺跡」

の一部と思われる遺構が残っていると想定され、可能な限り広い範囲を調査すべきと判断

し、南側に連なる未調査部分約3601滋の範囲を調査することになった。

前年に引き続き調査区の東西方向には5mごとの区画（L～0）を設定（前年の調査区

に対応）し、南北方向には、調査開始点から5mごとに21～25の番号を設定した。（第2図）

確認された遺構は、自然流路跡（NR）とそれに伴う護岸用石組、調査区西側（NRの西岸）

に点在するピット群であるが、地山面上に至る前段階で、M24区の⑥層からはベルト状

の痕跡が検出された。これは長さ4．2m、幅20～30cmの帯状を塁し、その東端と西端（約

1m）に多くの炭粒を含む部分がある。大きさや形状から考えると何らかの遺構ではない

かと思われたが、深さが3～5cmほどしか無く、溝状遺構（SD）と言えるほどのもの

では無かった。（第13図）
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ここからは、個々の遺構について述べる。

NR（第13図）

調査範囲内を南北方向に流れ、約18mにわたる。幅は南北で若干異なり、北側（21～

23区）は約7m、南側（24～26区）は約4mとなる。

特に北側部分に関しては、検出時点で幅が広く、蛇行しながら流れる位置が変わったた

めに広い流域幅となった可能性も考えられたが、NR内にサブトレンチを設定し（22区

の南側のラインに沿って北へ幅50cmを掘り込む。）、NRの埋土の層位を確認した結果、

流路中央部に砂質土の隆起した部分があることが判明した。元々2つの異なる流路が南に

向かう過程で合流して1本の流れになった可能性も考えられる。また断面を観察すると、

NR内部に堆積した埋土がほぼ同じ状態であることがわかった。

埋土である⑩層を掘りすすめたところ、約10cm下げたところで砂礫層（⑧層）がみら

れた。上部の⑩層同様に須恵器片、日夏、木片（木の皮の堆積も含む）などが出土した。

さらにこの砂礫層を取り除いていくと、その下から青灰色粘質土の面が出た。ここが流路

の底部と考えられる。この面から遺物は出土していない。

このことから、流路内の堆積は2層で、出土した遺物は、流路内部に廃棄された土器片

と護岸用の杭列で使われていた木製品や流木の残存物であったと考えられる。

護岸石組（第15～17区l）

NRに関連する遺構として東西両岸で護岸用の石組と思われる遺構が検出された。

東岸にあたるNO21・22区、NO23・24区、西岸であるLM21区の計3ヶ所で確認され、

部分的にしか残存していなかったが、NRの流路の形を規定し、その岸を護るように配置

されていたと考えられる。

NO2ト22区のある護岸石組1は長さ4m、幅1mである。大きさ40cm台の礫を組み

合わせ、直線的な配置がなされている。

NO23・24区の護岸石組3は、護岸石組1同様に東岸に配されている。長さ約8m、

幅は最も残りの良い部分で約1．8mである。元々1と3は連続した護岸施設であったと思

われるが、N22区の中央あたりで分断されている。石組に使用されている石は20～40

cm台の礫で、流れに合わせて石が配されている。

LM21区の護岸石組2は、NRのもっと幅の広い部分に設置された護岸施設で、NR

の西岸に位置し、長さ約3m、幅1mである。他の石組同様に20～40cm台の礫を組み

合わせて造られている。この石組は調査区の北壁の中に続いていると想定され、護岸施設

自体が北側の調査区外へと続いている可能性がある。

検出された3ヶ所の石組は、その用途から考えて、同時期に敷設された一連の施設であ

ると考えられる。

またこの護岸石組の周辺（NRの流域内部）には、杭が集中的に打ち込まれている場所

が存在する。護岸石組1の南側と護岸石垣3の南側で、杭が直線的に間隔を空けて並ん

でいる。その杭列はおおよそNRの岸に沿う形に配されている。

加えて、調査区南端の西岸部に同様の杭が集中している部分がある。1ヶ所はNR内部

の岸で10本ほど杭が密集している。この杭集中部分の南側には20cm台の礫3つを用い

た石組がみられ、NR西岸の護岸石組であった可能性が考えられる。
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もう1ヶ所は、M25区中央部にあ

り、NRの流域から西方向（西岸の高

い位置）に直線的に並ぶ9本の杭が検

出された。なお、NR内部にはこの他

にも何本かの杭が打ち込まれた部分が

あり、それはNR西岸に沿うようなも

のが多いと思われる。

SAl・2（第13図）

13年度調査と比較すると、ピット

の検出数は少ない。特にNRの東側で

はほとんどピットが確認されず、NR

西側の流路から若干離れた高い場所で

いくつかのピットが検出されている。

LM22～24区で確認された一連

のピット群は平面的に観察すると、南

北方向に直線に並んだ配置であること

がわかる。ピット内部に杭と思われる

木片が伴うものがあるが、方形をなす

ような配置ではないことから、建物跡

というよりもNRに関連した施設とし

て建てられた柵ではないかと推測され

る。

この一連のピット群をSAlとす

る。SAlは長さ約12m、9個のピッ

トを配し、間隔は60cmから数mと等

間隔ではない。M24区にあるピット

（SAlの中央部）は比較的間隔が近

く、それ以外の部分のピットは1m以

上の間隔がある。ピットの径も比較的

差があり、均一ではない。NRとは平

行するように配され、NR西岸からは

2～3m離れた位置にある。

また、SAlに直交する位置関係で

3つのピットの並びが観察された（M

22区）。これをSA2とする。
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SA2は、SAl同様にNR西岸に存在する。本来は、NRに関連した施設であること

が考えられる。NR内部を東西方向に横切るような配置を確認することはできなかったが、
一連のピット群として、NR内に堰のような機能をもった柵列であった可能性が考えられ

る。

この2つの柵列は、NRが存在する地山面を掘り込んで造られていることから、NRが

活用されていた時代の施設であると考えられ、NR内部から出土した様々な遺物（主とし

て8世紀代の須恵器）から想定される年代に造られたと思われる。

調査により判明した護岸石組、柵列などから、NRが利用されていた時代に本格的な治

水用の施設が造られていたと思われる。両方向の谷奥から流れてきたと思われるNRにつ

いては、その規模や前年の調査結果から鑑みるに、このあたり一帯の水源として生活用水

や農業等の生産活動に積極的に利用されたと考えられる。

また本年の調査区から、住居跡等は確認できなかったが、治水を主たる目的とした技術

が本格的に導入されていたことから、県の実施した「柿田遺跡」に関連する遺跡であり、

周辺部の調査を継続していくことで、その実態が次第に明らかになると考えられる。

3．遣　物

地山直上の黒灰色粘質土層（⑥層）からは多量の須恵器、白歪、山茶碗、木片（木の皮

も含む）などが出土した。⑥層の直上にある③層との境から出土する遺物の量が増加し、

⑥層と地山との境までこの傾向が続く。（第14図）

特に調査区南側にあるNO24・25区では、遺物が集中的に出土する面が検出された。

⑥層と地山面の間にあたる部分で、全体に砂質土や石・礫が混じる。須恵器、白髪、山茶

碗の破片、流木や木製品の破片などが集中しているが、土器に関してはいずれも完形では

なく、土器などの道具類を廃棄した場所ではないかとも考えられるが、正確なところは不

明である。

⑥層を取り除いた後に検出されたのは灰色粘質土層（⑩層）で、そこからも須恵器片が

まとまった量で出土した。これらの遺物は遺構の年代を推測する上で重要な要素となる。

⑩層は自然流路跡（NR）の内部に堆積した層（埋土）で、この下には底部までさらに砂

礫層（⑧層）があり、⑧層からNR底部までの間からも須恵器片が出土している。

遺物の出土状態はほとんどが破片で、器種を特定できないものが多い。洗浄後、ある程

度接合を行ったが、器種を確認できるものは少数で、その一部を図化し掲載した。以下に

詳細を述べる。

土師器（遣物番号123～129・表2）

出土した層は遺物包含層である⑥層とその下にある⑩層である。掲載した遺物は特にM

24・25区の遺物が集中的に出土した部分に含まれる。この場所は須恵器や自歪、木片な

ど他にも多くの遣物が出土している。

器種としては、5世紀前半の高杯（123）の脚部、碧、甑の把手などがあるが、調査区

の北端からは土錘（128）も出土している。6世紀後半から7世紀にかけてのものが多い

と思われるが、遺構に伴うものではないので、流れ込みの遺物である可能性が高い。
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須恵器（遣物番号130～169・表2）

14年度調査（第2次調査）においても、最も多く出土した遺物は須恵器である。調査

区内の全体から出土し、主に⑥層と⑩層及び⑧層（NRの埋土）に含まれる。須恵器の破

片だけで数千点に及ぶが、遺構に関連したものはその一部となる。

報告書に掲載した遣物は、杯身（130～144）、杯蓋（145～157）、鉢（158～160）、壷（161）、

碧（165～168）などで、柑（162）、趨（164）といった器種もみられた。

須恵器の時期は主に8世紀代と思われ、奈良時代のものが傾向として多い。

中世以降の比較的新しい遺物（後述する）を含む包含層内から出た須恵器も多いが、N

R内からまとまった量が出土している。このことから、少なくとも8世紀にはこの一帯に

NRが存在し、それが水源として活用されながら、周辺に人間が生活するエリアが存在し

ていたことが想像される。特にNR内から出土した遺物に関しては、何らかの理由で廃棄

された（もしくは流れ込み）と考えられ、その分量や時代の変遷から少なくとも古代から

中世の時代にわたって、この場所に人間が活動していたことを裏付ける結果を得ることが

できた。

須恵器：墨書（遣物番号170～178・表2）

13年度調査に比べ掲載した遣物の数は少ないが、須恵器の出土品の中から一定数が確

認された。掲載した遺物は、杯身（170～175）と杯蓋（176～177）である。

杯身は底部外面や内部に塁で何らかの単語が書かれているのが基本であるが、171は例

外的で「林」の1文字が口緑部から休部の部分に書かれていた。底部外面のものとしては

173（へラ記号「×」もあり）、174も底部外面で「垣田」と記されていた。これに関して

はNR底部直上の砂礫層より出土している。その他には175の底部外面に「室」に似た

文字が書かれていた。

杯蓋はその天井部内面に文字が書かれているのが基本となるが、掲載できたものは少数

で、書かれた文字は不鮮明で解読することが難しいものが多い。176に関しては天井部外

面に「町」に似た字が書かれていたが詳細は不明である。時期に関しては、どちらも8世

紀代で、墨書以外の須恵器と大きく異なるものない。

自棄（遣物番号179～184・表2）

遣物量としては比較的少なく、基本的には⑩層より上の層に含まれるが、須恵器に混

じってNRの埋土の最下部である⑧層に混じることもあった。器種はほぼ椀と皿で、時期

は10世紀代のものと考えられる。出土状況から判断すると、NR内で出土したものは他

の遣物同様に流れ込みであり、低い層（⑧層）で見つかったものに関しては、原位置とい

うより、時間の経過の中で動いた可能性が高い。なお、墨書と思われる遺物は存在しなかっ

た。

山茶碗（遺物番号185～201・表2）

報告言に掲載した遺物は碗（輪花碗）、皿（小皿）の2種類であるが、実際に出土した

遺物もこの2種類に分類される。主に⑥層より上の層で出土し、調査区の全域にわたる。
一部がNR内の⑩層に混じるが、流れ込みと思われる。200と201の2点が墨書である。

出土遺物は12世紀代のものと推定されるが、墨書2点と199の3点が13世紀前半の

ものと思われる。
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木製品

NRの護岸部を中心とした杭、ピット内に残っていた柱痕、なんらかの木片、火種の燃

えかすと思われる木片などが多数出土した。最も多く見つかったのが杭で、NRの護岸石

組の周辺や流域の西岸、調査区内の各所で規則的に並んだ状態で、先の加工された木材

が確認された。20本以上の杭を回収し保存加工を行った。検出時の大きさは、長さ20～

60cm弱と差があるが、完全な状態で見つかった杭はなく、何らかの原因で上部が折れたり、

失われたと考えられる。なお、出土した杭の中で遺構に関連した位置・時代であるか確認

されたものは少ない。

このほかには、ピット内の柱痕や角材のような木片なども出土し、柱材の一部ではない

かと考えられる。また用途不明の大きさの木片や木の皮なども、NRの内部及び周辺で出

土している。

石器（第33図の4～6　表4・5）

有舌尖頭器1点とスクレイパー2点の他、石核3点、剥片2点が出土した。自然流路

跡または⑥～⑩層の包含層から出土し、流れ込みである。いずれも縄文時代に属するもの

である。4は、草創期に属する下呂石製の有舌尖頭器で、現存長5．8cm、幅2．6cmを測る

成品である。5は、チャート製のサイドスクレイパーで刃部の長さは4．7cmを測る。6も、

チャート製のサイドスクレイパーで縦長剥片を利用し長辺の片側を押圧剥離している。刃

部の長さは5．2cmを測る。
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第17図　NO23～25区内護岸石組3実測図



第4節　ま　と　め

平成13年度に実施した試掘・確認調査と連続する範囲（若干南東方向に傾いている）

ということで、関連性が期待された。

市道建設範囲全体を最初から調査対象区として掘削作業を実施したが、現況地表面から

地山までの距離があることなど、近接した場所でありながら条件が異なる部分も見られた。

結果として、調査区内で最も大規模な遺構は南側の谷から流れ込んできたと思われる自

然流路跡であり、調査区はその流れの一部を切り取るような形となった。

13年度調査と同様に、豊富な遺物を含む包含層からは須恵器、日夏、山茶碗、近世陶

器などが出土し、前年までと同じように時代的には幅がある状況である。

流路内部からは須恵器片、白菜、少量の土師器片、流木、木片（木製品の破片）が出土した。

流路内ということで、遺物の大半が流れ込みと考えられるが、遺構の時期としては、出土

した須恵器から、奈良時代後半から平安時代初頭（8世紀後半から9世紀の初頭）と思わ

れる。出土した土器に関しては、その種類、器種、法量等から、県の実施した「柿田遺跡」

や13年度に当市が実施した試掘t確認調査の結果とも共通する部分が多く、このことから、

少なくとも8世紀には調査区城の周辺で人々の活動があったと考えられる。

また今回の調査では、この流路の両岸（東西の岸）に石組による護岸施設の残骸が確認

され、その周辺からは護岸に関連したと考えられる杭も多数出土した。加えて西岸の地山

面からは柵列に伴うと思われる柱穴の跡が検出され（SAlとSA2）、大規模な治水用

の施設が存在すると考えられることから、周辺一帯の水源として、生活用水や農業等の生

産活動に積極的に利用されていたと想像される。

なお、平成13年度調査の際に発見された掘立柱建物や多くのピット（それによって構

成される可能性がある建物群）、溝状遺構なども今回の流路の存在と結びついていると考

えられる。
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第3章　第3次調査

第1節　調査の経緯

1．試掘・確認調査の経緯と経過

平成16年度5月より可児市柿田地内で、柿田地区市道16号線整備事業が実施される

こととなり、平成16年3月に、可児市都市計画課より試掘調査申請書が捏出された。

市道建設が予定されている区画は、以前岐阜県文化財保護センター等が行った調査の結

果判明した周知の埋蔵文化財包蔵地「柿田遺跡（21214－08846）」の存在する範囲内にあ

る可能性が高いため、その一部に関して平成13年度、平成14年度の2回にわたり、試掘・

確認調査を実施してきた。過去2回にわたる調査の結果、農道建設範囲内より古代から近

世にかけての多数の遺構及び良質な遣物包含層が確認されている。

よってこの開発事業に関しても、その予定地内について事前の試掘・確認調査が必要と

判断した。その旨、関係各所との協議を行った後、試掘・確認調査を実施した。なお、平

成16年度実施の調査対象範囲は、14年度試掘・確認調査の対象範囲の南側に隣接してい

る。

今回の事業で農道建設の対象となった範囲内の東端に幅2mのトレンチを設定し、重機

と人力で地山面まで掘り下げたところ、地山直上の層から須恵器等多数の土器が出土し、

良好な遺物包含層が残存していることがわかった。また、この包含層の下から満状の砂礫

層が検出されたことから、何らかの遺構がある可能性が高いと判断した。そこで開発予定

地内にさらに3本のトレンチを設定し、最終的に4本のトレンチを設定、掘削作業を行っ

た。

結果として他のトレンチからも、最初のトレンチ同様に遺物包含層と溝状の砂礫層を検

出した。この満状の遺構は自然流路跡である可能性があり、他の遺構との関連が考えられ

たため、開発予定地内全体を対象とした調査を行う必要があると判断した。残されたトレ

ンチの間の部分についても掘削作業を行うことにし、まだ掘削していない部分については

本発掘調査の対象とすることとなった。

試掘・確認調査の期間は平成16年4月1日から平成16年6月14日まで、約370Ⅰ滋の

調査を実施した。

調査は、吉田正人が担当した。
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2．本発掘調査の経緯と経過

試掘・確認調査の結果を受けて、市道16号線建設予定地の残りの部分を掘り下げる作

業を、本発掘調査として引き続き実施することになった。調査地は、試掘・確認調査と同

様に可児市柿田字馬乗洞675番地8外2筆である。

試掘時点で、トレンチの中間として残されていた土手部分を地山面まで掘り下げ、市道

建設予定地内の全体を調査対象とし、調査区内の遺構の全容を解明することとなった。

試掘時点でも確認された自然流路跡は、調査区中央部に存在する段丘斜面の北側を東西

方向に横断するような形で存在することが確認され、また調査区北側には別の流路が存在

することも確認された。この2つの自然流路跡の間には、砂礫層の上に人工的に叩き締め

て造成されたと思われる整地面も確認された。

なお、自然流路跡の周辺部からはピットが多数確認され、その一部には柱そのものが残

存しているものもあった。これらの検出されたピットは掘立柱建物跡の一部と考えられる。

その他にも杭列等も検出され、自然流路跡を中心にその周辺部に建物や治水に関わる施設

が確認され、昨年までの調査結果と合致する状況がみられた。

本発掘調査期間は平成16年6月15日から平成16年6月30日まで、約777nfの面積

について調査を実施した。

調査を担当したのは、試掘・確認調査に引き続き、吉田正人である。

関係法令等に基づく試掘・確認調査の諸手続きは以下のとおりである。

原因者発　　平成16年3月18日

平成16年3月18日

市教委発　　平成16年4月6日

県教委発　　平成16年4月12日

市教委発　　平成16年6月15日

市教委発　　平成18年6月18日

市教委発　　平成16年7月1日

市教委発　　平成16年7月1日

市教委発　　平成16年7月2日

市教委発　　平成16年7月2日

県教委発　　平成16年7月15日

市教委発　　平成18年6月20日

県教委発　　平成18年7月13日

都計第141号

都計第142号

数文振第214号

社文第32号の2

教文振第51号

散文振第52号

散文振第63号

教文振第64号

敏文振第65号

数文振第65号

社文第38号の14

教文振第67号の8

社文第138号の14
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市教委宛

県教委宛

県教委宛

市教委宛

県教委宛

県教委宛

県教委宛

事業者宛

可児警察署宛

県教委宛

市教委苑

県教委宛

市教委苑

試掘調査申請書

埋蔵文化財発掘通知

同通知進達

指示通知

試掘調査の終了報告

発掘調査着手報告

発掘調査の終了報告

発掘調査の終了報告

埋蔵物発見届

埋蔵物保管証

文化財認定（通知）

出土文化財譲与申請

出土品譲与通知



第18図　平成16年度調査区位置図

第2節　遺跡の立地と環境

1．立地と環境

可児市北東部の端に位置し、御嵩町に隣接している。北側を流れる可児川により形成さ

れた沖積平野と南側にある浅間丘陵地の麓に広がる扇状地上に存在する。沖積平野の北側

には御嵩山地が連なり、南側の浅間丘陵地と挟まれるような形で、緩やかな勾配の平野が

広がっている。

可児市から御嵩町にかけてのこの一帯は、古代において美濃国可児郡に属していたとさ

れ、7世紀後半には行政区画として存在していたことが明らかになっている。「郡家」、「駅

家」と呼ばれた郷が存在したことから、当時の行政拠点が置かれていた可能性が考えられ

る。現在の御嵩町字顔戸が郡家郷に比定されることから、東山道が近くを通っていたこと

が想定されている。
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調査区の北側の御嵩町内には平成9年に調査された「顔戸南遺跡」が存在し、古墳時代

から中世にかけての集落跡、水田、道路状遺構（古代）が発見されている。さらに北側の

可児川対岸には「金ヶ崎遺跡」が存在し、平成12年度の調査により、竪穴住居跡、掘立

柱建物跡などと並んで多くの墳丘墓が発見され、「顔戸南遺跡」に関連した墓城であった

と考えられている。

調査区西側では、平成11～13年にかけて東海環状自動車道可児御嵩インターチェン

ジ建設の際に行われた発掘調査で「柿田遺跡」が発見された。この遺跡からは集落跡、旧

河道跡、水田等の遺構が検出され、縄文～近現代にかけて各時代の様相を確認することが

できる様々な遺物が出土している。またこれは、北側に存在する「顔戸南遺跡」と一体の

追跡であると考えられ、特に弥生時代から古墳時代にかけての集落や水田の様子を知る上

で非常に貴重な成果となった。南側には、「神崎山古墳」、「前山2号墳」、「杉ヶ洞古墳群」（い

ずれも古墳時代後期）等が存在し、古墳時代を中心に当時のこの地域の様子を窺い知るこ

とができる様々な遺跡が確認されている。

過去2年にわたり行われた試掘・確認調査の範囲からさらに南側に拡げる形で行われた

本年度の調査は、広大に広がる沖積地とその背後に存在する丘陵地の裾部にどのような人

間活動の痕跡が存在していたかを考える上で重要である。

参考文献　財団法人岐阜県文化財保護センター『顔戸南遺跡』2000

財団法人岐阜県教育文化財団『林田遺跡』2005

可児町教育委員会『可児町神崎山古墳発掘調査報告書』1976

可児市『可児市史』第1巻　通史編　考古・文化財　2005

第3節　遺構と遺物

1．層　序

平成16年度で調査の対象となった範囲は、平成13・14年の実施した調査範囲のさら

に南に位置する。調査区の北側はなだらかな沖積地で、以前は水田として利用されていた

が、現在は荒蕪地となっている。対して調査区南端部は、南に広がる丘陵の裾部分にかか

るため、一部が大きく隆起し、平坦な沖積地部分との比高差は約1．5mである。そのため

調査区内の状況は場所によって大きく異なる結果となった。

調査は試掘から本調査へと2段階で進められたが、調査対象範囲の西端に2m幅のト

レンチを掘削したところ、南側1／4が丘陵部分にあたり、その部分に関しては現況地表

面から30～70cm掘り下げたところで、丘陵部分の地山に相当する凝灰岩の岩盤に達した。

この部分に関しては複雑な層位はみられず、畑の耕作土一層であった。

これより北側の部分に関しては沖積地（旧水田）となり、これまで2回にわたって行わ
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れた過去の試掘・確認調査の範囲で確認された層位とほぼ同様の状況にあり、現況地表面

から遣物を含む地山直上の層である灰色系粘質土層（④、⑨層）までの深さは1．3～1．4m

であった。

これらの層（④、⑨層）からはこれまでの調査同様に多くの遣物が出土した。須恵器（一

部同時代の土師器）、自愛、山茶碗などで、中世から近世にかけての土器・陶器の破片が

中心となる。

また遺物を多量に含んだ包含層である灰色系粘質土層の下に、砂礫層（遺物を含む）が

検出されたことから、昨年同様に自然流路跡（NR）が残存している可能性が高いと判断

し、調査範囲内にさらにトレンチを掘ることで、全体の状況を確認することになった。さ

らに東へ向かって同様のトレンチを掘削したところ、調査区内を東西方向に流れる自然流

路跡を検出することになった。

また試掘の初期段階では、過去の調査で確認されたピットやその他の遺構は確認されな

かったが、流路跡が検出されたこと、豊富な遺物を含む層が確認されていることなどから、

試掘段階では掘り残されていた部分についても拡張し、検出された流路跡以外の遺構の有

無を確認することにした。その結果として、調査区北側に人為的に叩き締めて造成された

整地面が存在することが判明し、その上に掘立柱建物跡などが検出された。

2．遺　構

平成16年度に対象となった範囲は、平成14年度までに可児市教育委員会によって行

われた試掘・確認調査の区域に連続し、その南側にあたることから、さらに何らかの遺構

が発見される可能性が高いと考えられた。

今回の調査で実施した範囲は、道路建設の計画に伴い南東方向に若干傾斜しており、そ

のまま南へ進むと段丘部へと至る。ただ調査区の大半が平坦な沖積地で、その範囲には未

調査の遺構があるとの判断から調査を開始した。

市道建設範囲の西端から2m幅のトレンチを設定した。また、対象範囲の南北方向に約

50mにわたって重機を用いて掘削を行った。最初のトレンチ内部からは、遺物を多く含

む灰色系粘質土層（④層ないしは⑨層）がまず検出された。加えてその下には砂礫層が確

認されたので、以前の調査と同様に自然流路跡（NR）が存在することが想定された。そ

のため同様のトレンチを東へ拡張していき、調査区内にトレンチを3本追加し（トレンチ

とトレンチの間に2mの間隔をとる）、計4本のトレンチを調査した。（トレンチ名は西

から、西、中西、中東、東とした。）

追加で掘削した部分についても、遣物包含層とその下の砂礫層を確認した。状況として

は調査区を横切るように東西方向に流れるNRが存在していると考えられた。またNR以

外の地山部分からピットなども検出されたことから、遺構がある程度残存していると考え

られたので、引き続き掘削する範囲を拡げることになった。

掘削されていないトレンチとトレンチの間にあたる部分を掘り下げ、調査区全体の遺構

を検出する作業を行った。（この作業以降を本発掘調査とする。）道路建設予定範囲全体を

掘削したことで、残存している遺構の全容を確認することができた。
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検出された主な遺構は、自然流路跡（NR）2ヶ所、自然流路跡に近接する位置に掘立

柱建物2棟、調査区内の2本の流路跡をつなぐ役割で造られた溝とそれに伴う杭列、大

小のピットである。

この後の部分では、検出された遺構について個別に述べる。

NRl（第19図）

調査区のほぼ中央に位置し、掘削範囲を東西方向に横切るような形で存在する。幅は5
～6mと比較的大規模なもので、深さは浅い部分で約50cm、深い部分では1．3mほどに

達した。東端の壁の土層を観察したところ、流路内は砂質土（砂礫）の層と粘質土の層が

重なり合うように堆積し、それが幾つかのブロックに分かれていることがわかった。一定

の期間で流路が流れを変えたことでできた堆積層と思われる。

NRlの埋土（堆積層）内から多数の土器片が出土していることから（特に南岸の一

部に集中的に遣物を含む砂礫層がある）、流路跡付近に人間が生活していた空間が存在し、

当時使用されていた道具類がこの流路内に投棄されていたと考えられる。

検出されたNRlの形状は、1本の大きな流路が蛇行しながら流れることで、比較的広

い流域となってできあがったものと見ることができる。しかし、調査南東側（丘陵部裾の

隆起部分のすぐ横）で検出された比較的浅い溝状の遺構（川底の幅約2m、なだらか形状

をしている）を含めて考えると、元々は2本の異なった流路が存在し、調査区中央部付近

で合流していると見ることもできる。

過去の調査範囲とそこから検出された流路跡の状況を鑑みるに、このNRlがそれまで

検出された流路跡の上流部分に当たる可能性が高い。

遺構の周辺及び内部の埋土からは、土師器・須恵器・自砦などの土器類、石器類、杭な

どの木製品や流木などが出土した。いずれも投棄ないしは流れ込みによるものと考えられ

るが、出土した土器から奈良時代後半から平安時代初頭にかけての遺構であると考えられ

る。

NR2（第19区l）

調査区北西部分で検出されたNR2は、その一部が調査区にかかった状態であり、今回

の調査では全容を解明できていない。北西一両東方向に屈曲しながら流れ、幅は最も広い

ところで6m、NRlと同じ大きさではあるが、全般に浅く、川というより沢の跡のよ

うにみえる。内部の直径2m程の岩が数個転がっている状態である。

この遺構に関しては、NRlに比べてその機能や性格を明確に捉えることができるよう

な検出状況ではなかったが、NRlとNR2の間にバイパス用の溝が通っていることや

中間に掘立柱建物跡2棟を伴うことから、NRlと同時代の遺構で、2つが関連していた

と考えられる。

SHl・2（第19区l）

調査区全体を掘削したことで、NRlとNR2の間に人工的に整地された面があるこ

とがわかった。遺物包含層の下にはNRの埋土として砂礫層が存在するが、その砂礫層の

上に厚さ20cmほど土を盛って叩き締めることで造成された整地面が存在し、NRlの北

岸からNR2の南岸までの間がそのような人為的な造成を受けていた。

この整地面上から多数のピット（柱穴）が検出された。このピット群に関しては、大半

がランダムな位置関係にあり、明確な性格を見出すことができなかったが、一定の間隔で
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方形に配置されているものが2ヶ所で確認された。

同一平面上にあるバイバス用溝の西側（調査区中央部分）に位置している。NRlに近

くより西に位置する掘立柱建物跡をSHl、バイパス用溝にかかるような位置に確認され

た掘立柱建物跡をSH2とする。

SHlは長軸（北西一南東方向）が2．0m間隔でピットが並び、短軸（北東一南西方向）

は1．5m間隔であった。建物跡と考えられるピットは計9ヶ所で、2×2間の掘立柱建物

跡（長方形）である。

SH2は長軸（北西一両東方向）が1．8m間隔、短軸（北東一南西方向）は1．5m間隔

でピットが並んでおり、確認されたピットは計6ヶ所であるが、東側の柱が立っているは

すの位置にバイバス用溝がある。SHl同様に2×2間の掘立柱建物跡（長方形）である。

SHl及びSH2はその規模が似通っているだけでなく、建物の軸の方向も同じで、

周辺から出土した遺物（須恵器片等）から同じ時期に建てられたと考えられる。時期は遺

物から奈良時代で、整地面を含めたその時代の土木工事の跡ということになる。

また、SHlがNRlに隣接した場所に建てられていることや、SH2がバイバス用

溝の上に重なるような位置関係で存在することから、住居跡や貯蔵用施設などではなく、

水利に関連した特殊な施設であった可能性が考えられる。

バイバス用溝（第19図）

NRlの北に位置する整地面上に、北側のNR2の流れとNRlの流れをつなげるた

めの斜めの溝状遺構が検出された。この溝は、人工的に造成された整地面を後から掘り込

んで造られ、北西一南東方向に斜めに設定されている。NRlとの接点は調査区外なの

で確認できなったが、NR2の流れに接続している状況は確認することができた。なお、

内部より出土した土器類から、この遺構は平安時代のものと考えられる。

またこのバイバス用清を横切るような形で杭列が確認されているが、この杭列がバイバ

ス用溝に伴って敷設されたものかどうかは不明である。

その他の遺構

ピットについては、調査区北東部に集中して出ている。ただし、SHのような明確な配

置を伴うものはほとんど無く、建物跡と考えることができるものはなかった。

3．遣　物

遺物が多く出土したのは、地山面の上に存在する暗灰色系粘質土層（⑨層）で、須恵器

を中心に土師器、白歪、木片（加工されたものも含む）などが出土した。

流路跡内からは土師器、須恵器などの土器が多く出土しているが、その他に杭や木片、

流れ込んだ木の残骸と思われる木材なども出土している。流路全体を人工的に造成したと

思われる痕跡は確認できず、柿田遺跡や顔戸南遺跡などの流路跡でみられた水制遺構は設

置されていなかったと思われる。

出土遺物の大半は、地山直上の暗灰色粘質土層（⑨層）とその下から検出された中央部

のNRの埋土（⑩層）以下から出た多量の須恵器、白歪などである。⑨層の直上にある⑧

層やその上の⑬層からは山茶碗や近世以降の土器が出土している。（第20図）

一40－



NRl・NR2ともに、流路内は砂礫層と粘土質の層が重なり合うように堆積し、その

中に須恵器を中心とした遣物が含まれていることから、投棄ないしは流れ込みによるもの

と思われ、NR底部直上の⑯層まで至る。

遣物の出土状態はほとんどが破片で、器種を特定できないものが多い。また洗浄後、あ

る程度接合を行ったが、器種を確認できるものは少数で、その一部を図化・掲載した。以

下に詳細を述べる。

土師器（遺物番号202～206　表3）

出土した層は遺物包含層である（9層より上であるが、一部⑮・⑯層のようなNRl内部

の堆積層からも出土している。掲載した遣物のうち202は埋碧として埋設された土器で、

M33区で出土している。周りに数ヶ所のピットを伴うことや埋碧であることから祭祀に

関連した施設である可能性がある。時期は古墳時代と考えられる。他には203の手捏ね

土器でNRl内部から出土しているが、流れ込みと考えられる。204から206については

⑨層内からの出土である。5世紀頃と考えられるが、206は7世紀代で若干時代が異なる。

須恵器（遣物番号207～228　表2）

調査区内の全体から出土し、主に⑨層（遺物包含層）と⑩層及び⑮層（NRlの埋土）

と34、35、36層（NR2の埋土）にも含まれる。須恵器の破片だけで数千点に及ぶが、

遺構に関連したものはその一部となる。

報告書に掲載した遺物は、杯身（207～215）、杯蓋（216～222）、高杯（223）、蓋（224・225）、

長頸瓶（226）、牽（227・228）などで、特殊な器種のものは含まれなかった。

須恵器の時期は主に8～9世紀代と思われ、奈良時代のものを中心に比較的幅が広い。

⑨層内から出た須恵器が多く、NRl・2内からまとまった量が出土している。このこ

とから、少なくとも8世紀には今回の調査で検出されたNRが存在し、それが水源として

活用されながら、周辺に人間が生活していたことが想像される。

須恵器：墨書（遣物番号229－232　表2）

これまでの調査の中でも出土した遺物の数が少ない。掲載した遺物は、杯身（229～

231）と杯蓋（232）である。

杯身は底部外面に塁で何らかの単語が書かれているが、掲載した杯身に関しては書かれ

た文字を釈読できる状態のものは無く、231の杯蓋については天井部内面に「垣田」と記

されていた。これは⑬層より出土し、8世紀前半のものと考えられる。

白髪（遺物番号233～253　表2）

須恵器に比べると出土量は少ないが、⑨層より下の⑩層、⑭層などのNRの埋土にも含

まれる。器種は主に椀（233～242）と皿（243～248）であるが、長頸瓶（249）も出土

している。時期は10世紀代を中心に11世紀前半のものもある。出土状況から判断すると、

（釘層より上の面からも出土していることから、NR内で出土したものは他の遣物同様に流

れ込みである。なお、墨書は4点（250～253）が出土し、器種はいずれも椀である。底

部外面に墨で何らかの文字か記号が書かれているが、251の「×」の字以外は不鮮明な状

態で、具体的には判別不可能であった。

山茶碗（遣物番号254～272　表2）

報告書に掲載した遺物は碗（輪花碗）、皿（小皿）の2種類である。主に⑨層より上の⑧層、

⑬層内で出土し、調査区の全域にわたる。一部がM27・28区のSDに伴う遺物として出
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土している（257・265・268・269）。262～266（碗）と272（小皿）の6点が墨書である。

遺物の年代はおおよそ12世紀代のものであるが、13～15世紀にかけてのものもみられ、

比較的幅のある状況であった。

墨書に関しては、265（大碗）の底部外面に「大」と書かれているものや文字自体は不

鮮明ながら262のように「O」の中に何らかの文字を伴うものなどがあった。

その他の陶器（273・274　表3）

掲載した遺物は、273が汁次、274は縁粕陶器の底部である。出土した地点が大きく異

なり時代について明確ではないが、273が②層であることから撹乱に含まれた新しい時代

のものと考えられる。274については、須恵器片が多く出土した④層や⑨層で出土してい

るが、流れ込みと考えられる。

木製品

調査区内で何ヶ所かの杭列が検出され、取り上げ可能な杭に関してはそれを掘り出し、

30点を超える杭を回収した。NRに関連して護岸のために埋められたものや2つのNR

をつなぐバイバス用溝を横切るような位置で埋め込まれていた杭列などが特徴的である。

ただし杭列全てがNRや溝に伴うものかどうかは判然としていない。ピット内に残ってい

た柱痕、板状や角材といった柱材の残存物、しゃもじ形や円形（出土したものは半円）の

木片、形状を確認できない状態の木片も多く出土している。その中で火種を移すための木

片ないしは火付け棒として使われたと思われる木片が多数出土した。はっきりとわかる（燃

えた跡が残る）もので40点以上あり、これらの木片はただ木材が燃えた後に廃棄された

ものではなく、何らかの祭祀に関連して意図的に作られ、使用した後、NR内部や使用し

た場所の周辺に投棄した結果、残されたものと考えられる。調査区内でもNRに関連した

水辺で多く見つかっていることから、特定の条件の立地に施設を造り、専門に祭祀を行っ

ていた可能性が考えられる。今回の調査区範囲の中から住居跡等の生酒に関わる遺構が検

出されていないことや、比較的大規模なNR（2ヶ所）があることと大きな関連のある過

物の出土例であると思われる。

石器（第33図の7～18、表4・5）

第3次調査では、有舌尖頭器2点と石嫉4点、スクレイパー等5点、打製石斧1点の他、

石核49点、剥片68点が出土した。いずれも遺構に伴うものではなく、⑨・⑩・⑬層ま

たは自然流路跡の包含層から出土しており、流れ込みである。いずれも縄文時代に属する

ものと思われる。（表4）

7はチャート製のスクレイパーで、刃部は両刃に剥離されている。8と9は、草創期

に属するチャート製の有舌尖頭器の成品で、8は長さ3．3cm、幅1．4cmと小型品、9は現

存長5．2cm、幅2Acmを測る。10～13はチャート製で、スクレイパーもしくは石器の未

成品と思われる。14と16は下呂石製、15と17はチャート製の石鱗で、15のみが凸基、

残りは凹基である。破損しているものもあるが成品である。18は粘板岩製の打製石斧で、

長さ10．1cm、幅4．2cmを測る短冊形のものである。明瞭な使用痕はない。

石核や剥片は図示しなかったが、ほぼ全ての石材がチャートであり、それらの多くは灰

色～暗灰色～黒灰色を塁し、ごく少数は赤色や緑灰色を呈する。また、剥片の中には10

点程、二次的な加工によるものらしさ細かな押圧剥離がみられる。（表5）

これらの石器をみると、成品だけでなく石核や剥片、未成品が多く見受けられることか
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ら、石材採取や石器製作の場であったことが分かる。しかし、自然流路跡や包含層出土と

いう「流れ込み」の状況があり、その製作の場や生酒の場は、この第3次調査区にやや近

いものの、より上流もしくは斜面であるものと推定される。おそらく、この小谷に流れる

小川や岸辺が石材採取や荒割り～形割り～整形の場であり、少し奥の斜面か岸辺に生活の

場があったのではないかと思われる。
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第4節　ま　と　め

過去2年度（平成13年、平成14年）に実施した試掘・確認調査の該当範囲から南側

を拡張する形で行われた第3次調査については、地表面から1．3～1．5m下に多くの遣物

を含む包含層が確認され、さらにその下にある地山面から多数の遺構が出土した。

過去の調査時と同様に、ピットの配列を平面的に観察すると、少なくとも2ヶ所で掘立

柱建物跡を確認することができた。建物規模、法量等については図版等を参照していただ

くが、多数検出されたピットには桂根を含むものもあり、この他にも何棟かの建物が存在

した可能性が高い。

柱穴以外の遺構として特筆すべきは、調査区内を東西方向に横切る形で存在する自然流

路跡で、過去に行われた調査区内で検出されている自然流路跡の上流部に位置する。

遺構の幅が比較的広く、過去の調査の結果から考察すると、長い期間にわたりこの場所

に存在していたと考えられ、何度か流域が変化（蛇行する）することで、結果として広い

流域が確保されたか、元々2本の川として存在していたものが合流し、大きな1本の川

として機能していたかのいずれかであるように思われる。

その幅と流域面積から、このあたり一帯の水源として、生酒用水や農業等の生産活動に

関連した事柄に積極的に利用され、それに伴う技術が導入されていたと想像される。

出土した遺物は須恵器が中心であるが、その器種や法量等観察される結果から、県の実

施した「柿田遺跡」や昨年まで当市が実施した試掘・確認調査の結果とも共通する部分が

多く、古くは古墳時代に始まり、概ね奈良～平安時代のものが中心となっている。また出

土した須恵器、白歪、山茶碗の中には墨書が含まれ、「垣田」といった単語が明記された

ものも含まれていた。

自然流路跡を中心として、その周辺を土木的に造成した痕跡がまとまって発見されたこ

とから、柿田地区一帯に建造物が建ち並び、それに伴う生活空間が存在していたことが明

らかになった。

今後も開発等による環境の変化が随時進行していくと思われるが、可児市のみならず、

広域で存在していた「美濃国可児郡」の実情を解明する意味でも、継続的な調査を続けて

いく必要がある。

一53－



‥　　－‥－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－

r　－415

、Tl、l、

＿＝＝＝＝＝＝＝三こも　10

－　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　　　－

L＼モ去≡♂

＼ぅ三∃≡♂

’＼七＝こ＝二二∈≡≡二才′

51

∈∃≡』
16

第21図　出土遣物実測図（1）

－54－

、＼？　巨二二竃：ノ

45

く＝＝＝＝《　14

丁　　∴

13

’、－」　」三≡≡まノ′

49

醜

呈＝去≡♂
54

0　　　　　　　　　10cm

：二　　　二L＝＝＝＝＝＝三

m
冊
山
　
0
5



、＼モ≡≡去≡≡岩戸一

55

＼＼　」　」≡≡≡ヲプ

63

73

′．〆±葦≧墓、、

〆9

81

、、亡亡＝伺

lll＝

17

1∴

二＝＝ゴ・　、二二二プ／

雪・　　・
40

41

75

／戦
き

／／∠＝1室≡三も
80

第22図　出土遺物実測図（2）
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－64－

240

＼⊂塞㌢
253

〒≡詔



暫ク
244

三三♂

焉≡♂

〒∃詔

＼＼ヒ＝よ≡ン／

262

軍書⊆妄；；グ

てミ≡∃≡≡戸フ

248

、＼＼ゝ去…プク′

263

＼竜≡塞≧㌘プ⊃
247

∴　＿＿＿＿＿＿＿＿

丁　∴

＼≡∃＝コク

モ≡∃三≡ク

270

0　　　　　　　　　　10cm

■．1！　L－！

265

1　　　ヽ

てこ∃二二＝ク

て三三去…＝＝＝ク

271

273

、、工二二二［＝＝石＝ン′‘

274

第32区l　出土遣物実測図（12）

－65－



‘＼． ′・～，彗一覧1書を這嶽 

く＝＞ 庭③ 汎ｨ�ﾉfX+����ﾈ���i�闔ｨ�b�＼3　　　（第1次調査分） 

r 

∠二二二：⊃ �*ﾘ�B�
儒2次調査分）　　　　　∠二ゝ6 

（第3次調査分）

0　　　　　　　　5cm

第33図　出土遺物実測図（13）

－66－

仇
的
旧
旧
U
1
2
　
爪
川
日
射
1
3

A
m
H
旧
川
川
W
V
V

O
思
八
川
m
川
川
川
川
V

ロ
鹿
1
7

ヲ
風
1
6

ア
食
用

○
嵐
1
〝



南 雲 照 盟 紐�や じ �/b�R�fﾘ�B�罫 降 軍 曹 佗"�ﾗ��ﾅ"��"�嘔 U 踵 貼 ≧ ����R�ﾈ��L��7��・臣 i 瞳 （J 辛 維 ≧ 豫8�R����;R��箸�ｽR�佐��b�甘・ ！ 提 U 守 雄 旨 ��ﾂ�R�ｯ��u��楷�ｹ��ミ撃 0 琴 撼 』 侈����ｽR�E2�+2�潜 く） 琴 推 主 ����*ﾘ�｢�ｽR��B��B�梅 0 琴 嬬 ＞ �+��R�ｽR�-���B�潜 U 軍 拡 ＞ �+��R���6r��2�9���ﾘ���せ U 朴 淵 踵 ［］ 哄ﾒ�R�oB�ｦr�ｧ��渾 し） 等 綜 邑 

酵 棚 田 虻 ��七‘ £ l∫l 1モ 雇 甜 弔 幽."�."�.��&��ﾘr����ｮr�ｫR�ｪ��ｸｲ�ﾖ��ﾏｲ�車 窮 ∃野 柵 い も 町 議 錮 こい 俯｢��"�9��.���ｸｮ���B�]X�"��嵂��(ｫｲ�.(6r�6ｨﾇ"�6x6r�,h蓼��J9|｢����騫��ﾆﾈ�b��96B�ﾉ�"�.��B�Oｹm��9�+�xb� ��撼 髄 壷 牽 く川 和 も 的 肇 的V��魵�鍈�韓 l 但 式 OT 警重 苦盃 豪華 把と ■ど撼 」：＝ 恒も 本超 拉範 咽皿 的V��魵�鍈�4占 腫 こ �,���ｲ�+��毒 e せ l 鳩 呼、 泥 ‡卜 く トE 式 苛壱 嘩 滴羽�H��;b�{2�R����ﾂ�g��(b�4B�惲�*ﾒ�6tR�gｲ�ｬx軸�敖�佃 掩 蓋 �,��H州�;b�佃 腫 童 幽."�e���I�ﾒ�裵��5R�y��*��Cb�.��Z8�"�蕀dﾉ?��R�ﾈhｨR�紘�ｲ��ﾈ�X7��(.��U�R�ｷ(ﾈR�=I���ﾍXﾏｲ�.��X�"��ﾉmｨｦr��(����ﾊx.��ト中 毒、 量 も 厚 苦 く【［ e せ】 集 投 朝 塑立 並 胆 や、 抗 ♯、 眠 ��"�R��"�ﾂ�l"�ｩ��鰄甁��ｩfﾒ�*ﾒ�6tR�r�-ﾒ��"�k��個ト二 乗轟 OIrヽ ≡覇 ⊥庖 ＝PE 違要 芸童 ・EG 折田 ＝駄騨 眠u 

壮 群 佗"�,��野 際 冢ﾂ�ﾝｲ�野 際 �� �� �� �� �� 冉ﾘ��� �� �� ��卜■ 

増 せ 辧"��r�Yx�R�ｦX�R�咄 降 昇・ 爵・ 辧"�ﾗ��箞�R�Mｨ�R�咄 降 昇・ 牟■ 辧"��r�Yx�R�T��R�咄 辧"�叫 K 鼻・ 鼻・ 辧"�咄 辧"�咄 辧"�也 辧"�鴫 ����鴫 ���鴫 �B�咽 

路 郎 佇"�,B�・⊂ 据 ��Xub�Ob�・Ⅲ 怪 倅ﾒ�歟�蜃 伽 杞r�帚�七に 堅 杞r�IR�蜃 杞r�蜃 杞r�堅 佶��堅 儖b��2�堅 弌b�帚�堅 佶��堅 

捌 買 掛 増 儉r�_r�R�ｵ"�+��lh t 彦���ﾈ6r�6tR�R�tｲ�ﾈ"�了ト 十ヽ 几�6r��ｸ���Th 十、 1磨 山 十も 垂 ヽ ���6r����������傅"��.���"�7ト －ト l蔚 匡【 十6 ��X6r��ﾈ6r�l臆 回 辛 感 綿ｴ��ｺx�｢��ﾙ;b������-��7ト 十、 度6r���"�7ト ＋、 濾 度6r�����器 嘩 †ト 十、 濾 度6r�����7ト 1ヽ 免��B�ﾈ���†ト t l蔚 ��X6r��X6r��h��uHﾌ���ﾂ��"��"������冉ﾒ�*ﾒ�ﾉh��ｺx���匡Ⅰ と童 留 劉 鰐 
棚 番 七、 卓 劔劔l＃ 匡Ⅰ 垂 ｛ 估r�ﾆ����"�����2�����ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾉ���ｺx�｢�仙 匿 架： せ ヽ ����:��ｶ��蔗����擢 匡Ⅰ 垂 三 両 冤厨 匡Ⅰ 垂 ｛ 仄xuB�揩��������ﾉfﾒ�;hｮr�l臆 匡】 重 言 ����ｺx�｢�z��ｶr�匝Ⅰ ■ト6 垂 ｛ 七、 l卜 く l磨 匡Ⅰ 仄xuB���6sb��"��������ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾉh��Hﾌ��綿6r�.��鍈�������

E 騎 海 口 も 俔��R��ﾂ����東 経 【ⅠⅡ 劍�X6r�惲�*ﾒ�ﾈ���腐 朽 Yh ��"�]ﾒ��"�・ト l卜 く l＃ 凵o l卜 く 躍 匠 俯X���ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾉT��▲b l卜 く づ 仄xuB�ｶ��七、 l卜 く 1臆 凵｣ト l卜 く 濾 ��86r�ﾉfﾒ�*ﾒ����剿ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾌ"�ｺvﾂ�&ﾂ�

弼 桓。。 刎"�(b�n��上、 厄 劔�2�%��≠ ト巨 竜 偖ﾈ,��ﾕ����匡Ⅰ 恒 煮 亅｢�ﾞh�"�卓 式。 �:��ｸﾂ���絶 旧 式 冏ﾂ�р�ﾜ2�匡】 版 式 亅Ynﾂ�m��"�匡】 値 を 仄x�｢�ﾎR�<X+��卓 式 静 俔��|��ｸr�屈 式 窮 俾��"�fｹ{�6r�

礁lト 縮小 ��i����1侭 縮 劔tｲ����揖 1些 �｢��9b�前 1当 亊����ｹ��ﾂ�韓lh 嘩巨人 亊��敖�冷 増 凭"�州�爺 咽 ��8ｫ｢�愁R�韓 咽 ����州�♯ 眠 竸B�k��韓 朕 兩��ﾂ�Jxﾌ"�

口 でヽ 口 ��｢�l 鳴�l 鳴�・悼 �ｨ獣�欄 僵R�鳩 ��B�鳩 ��B�側 仂"�1年 ��B�腫 ��B�欄 辧"�娼 

留 e 叶ノ ■l 鳴�1 ���卜 鯉 窮 ∃野 毛 冉ﾘ*ﾙ<｢��ｹZ2�I?ｨﾇﾂ�淵 1些 冑B��9b�雌 1当 �ﾂ�H����裵�贈 4□ 11匡 僭b�������州�煙 相 場 僭b�,��魵�l 兒���｢��｢�組 側 腫 ��r��B�魵�艶 ．祁 腫 ��｢�煙 煽 ������ﾘ��牌 克 

班1昭 栗 ��ﾒ� �� 鳴� �� �� �� �� ��■● 烹� �� �� 

牌 【］ 鳴�l 偃r�l 鳴�雪 ��守 �� �� �� �� 烹�d �� �� 

鮮 粥 俶��榊 も 凋 �*��辱 凧 豫"�狽�哺 憶 辧"�E��t晦 坂 勁ﾒ�ﾙ��哺 坂 勁ﾒ�ﾞ"�哺 斡 �=｢����境 野 几ﾂ��b�両 替 几ﾂ��b�両 替 僮R�ｴﾒ�胴 坂 �,ﾒ�ﾙ��掴 貴 

吉弓 脛 兔B�冀�狽�張 塩 ■ �*2�･���r�軸≡ 畠 ¶ �ｲ�$"��r�張 鵬 駆 �>｢�[��ﾜ2�媚 輌 喋 乘��w��L��粥 伽 贋 乘��ﾞR�ｹ��埴 廉 際 ��ｲ��R����埴 舶 慣 冤��IR�*ｲ�塘 廉 牒 �8ﾂ��B�?��米 側 脛 兔B��R�ｫR�栗 伽 鷹 估��帚�8ｲ�醍 伽 胚 

壕 旺竺 �� ���%"�xR�喝 ㊥ ��嘩 ㊥ ��r�ｸ｢�+��｢�ﾌB�申 ㊤ �*ﾂ�xb�叫 ㊥ ��哩 ㊥ 亳��xb�哩 ◎ �ﾂ�xb�陛 ㊥ 綿�ｨ5"�*ﾂ�xb�陛 ㊥ 冑��xb�哩 ㊥ �H���xb�l型 ㊥ 

焙 贈 ��⊥ ∽ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

石、 覆�○ 冉ﾘ���｢�Z ��卜＿ ○ ����くつ 冉ﾘ����ｲ�Z 烹�+����⊂） ��ｲ�○ ��卜． Z ��ﾈ�"�：≡ ��h���○ �����h���卜． Z 

贈 区 �� ��寸 �� �� ��ﾂ� �� �� �� 冉ﾘ��� �� �� 

賭
嫌
悪
寧
槻
↓
玉
　
髄
廿
M
【
軍
陣
　
　
L
悩



願 憂芸 佗"�ﾛ"�nﾂ�¥ｲ�七・ l 梅 0 照 鯨 ≧ 儼��*ﾔ｢���ﾇ���b�難 0 揮 鯨 ≧ 侈��*ﾔ｢�/ﾂ�ﾇ���H�R�罫 佐 顕… 瞥 �&R�*ﾔ｢���ﾇ���b�琴 艦柘 ＞営 ll 藍芸 儼��*ﾔ｢���ﾇ���B�指： くJ 躍 粘 ≧ 儷B�ﾗ��貂�2�､b�E 外 港 U 佗"�ﾗ��ｬ"�k��謬 ト 躍 曹 佝H�b�ﾗ��oB�､b�巴こ 降 照 好 儷B�ﾗ��o��Zﾒ�謬 粁 経 世 勞��R�ｧｸ�2�����b�一計 】 拓 くJ 琴 鮪 ≧ 

雷こ 片 巳 蒜 二将 缶 再 版 E 窮 境 眠 偬B�nﾉ<R��ｲ�+��ﾔr�N87���."�*ﾒ�.��鵬 転 倒 トP 量 モー も 薫 張 丼xﾇﾂ�<齏ｩUﾂ�ｩ.佇��xｩx�7��"�ﾘﾈ蒭ｾR��ｵ���R�塚 朱 Ⅱ e せ】 髄 論 l 遍 ：巨 窮 丼y<R�<X��w傚���ｨ州�」咤 毒 憾 ・綽 Irヽ 十二 重義 丼~���?�l｢�1品 種 車 乘���b�ｸr�ﾊﾒ�惲�+r�ｸr��h���2�ﾅ"�tや 忌 ・∫l ■屯 も l雲 璧 Q 能 ヰ∠ ＿⊃ ���6sb�ﾇﾂ�{2�ｮ���ｲ�-���"��｢�ｨR�摩 柵 やl ヤl u。 匿や 官長 揖′♪ 警芸 ′姦 �$ﾙ�"����"�.�ｴ��ｹ�?��ﾈ�6r�.)7���鍈�ﾄｨ+�����9Gr�*ﾘ軏�王立－♪ 」ヰ 卓阜 E滋 。駕； 巾合 や鳩 ・Q・l－ uJJ 薫讐 ��首 藤 樽 車 台 吏 e卜 ゴ⊂童 謡韓 。咽 廿トg 儷B�ﾗ��Jb�+��������ｭﾂ�y��R�8h�ﾂ�相 埴 童 顔 拙 ト 鰯 的V��霻�鍈����R�T��

．．⊃ 晶遥 e柵 1gP R軸 の礫 望P U．N 詰裏 竜P ��ub�ﾘr�+��｢�ﾇﾉ�"�eﾈﾋ����｢�ｿﾈ-ﾈ�ﾂ�ﾞi裵�lEせ】叶 張鹿田 可塑l卜 ulよく 弍���ﾒ����J2�ﾆﾆﾂ�9h�"��hｹ�ｽ�������(h.����.��「巾写 品目凝 ら噂 億；。 も和 渕蜜 U．竃 臥辞 意祇 韓皿Ⅰ 頃日 �*ﾓ2�w卮��ｪﾘ幹�敲珖��(ﾕ���ｹ�｢�鰀R�7俔��/��TR�壷璽 詰責 壷警 腫楷 士寸 こ：」 凵ERロ ゴ⊂帰 米烏 十モ 古も 粥日野 州未 G皿r ：空e u朝 命延 性u 佻B�肇��排�ﾏｲ�,X�"��ﾂ�ﾕ����ﾉ��鍈�ゴ⊂ 皆 G 的 な 相 場 P■。 ］てゆ 啓£ 忘も ��I�ﾒ�耳-H9�咤�kﾘ*"�.�y��ﾜx���WB�9�-���ｶR�机嘩 警裏芸 帽ドノ曙 囘ﾉW�����B�物�����Y8��nx.���倅"�+8*ﾒ�;h��b�藁葺等 墓室軍遥 増㊥胆£ eニ式・心 胆ト側 名∵二世垂も ��8ﾂ�Y��������h8&ﾂ�+X+��ﾉfﾖR�*ﾙ,��X魵�ｸﾈ�"�Uﾈﾇ"�鰭 臣 頑； e 両 州K 層 ・匠 ����､ﾒ�ﾞR��ｲ�+X-ﾂ�ﾕ����酳軸�KR�璧l 嶋 舶 嘲 盲 式 詭 嘩 

詭咄u 11咽厘 e．式 旧宅）静 ・監嘩嘩 冷韓。 増車佃 

罫 降 �� �� �� 佗"�ﾗ��罫 降 �� 佗"�,��巴こ K－ 佗"�ｲ� ��

ぜ 辧"�噌 ����噌 ����噌 ����哩 ����咽 �B�噌 ����噌 傲��1呵 傅2�鴫 俯��■ 

蜃 腑 杞r�DB�怪 腑 佶��帚�さ 佶��堅 糎 �+2�DB�堅 腑 杞r��r�蜃 脛 杞r�DB�堅 佶��堅 佶��慢 佶���r�堅 舶 佶��堅 

Th ＋、 闇 匡Ⅰ 義 免���ﾈ6r�魵�ｺxuB�ｶ��了ト 十、 1臆 恒Ⅰ ��X6r����������俶��｛ 七、 l卜 く l＃ 匡Ⅰ ト′ 度6r�B�ﾈ���lh 十、 1岸 匡王 ！± �)��惲�g��ｺxuB���;b�Jlト 十、 1戯 画 ±± 彦�����+�*ﾒ�+����ﾌ"��YjB�fｲ�ヽ 七、 rTヽ く 膳 【司 ト′ 条＿ 笥壱 憾 l 升■rO 緬fﾒ�*ﾒ�?｢�_｢��ﾂ�Uﾂ��r�中ヽ 讐謳 忘忘さ 蓋害毒 ����Xﾂ�Xﾂ�e｢��r��ﾂ��2�+��lh t l凝 固 垂 ｛ 七、 l卜 く 1崖 匝Ⅰ ■ト‘ 盲 E： �6x."�6x�ﾂ�e��45R�:R�ｸﾂ�.��ｸr��ｨﾔB�Th －ト 1臆 【司 ��Vﾆ���"�ﾈｼ2�ｺx���7ト ≠ 躍 匡Ⅰ 三重 亂ﾂ�uHﾌ��鍈�*｢��"��Vﾈ6r�7｢�8B����"�6r�.��ﾉfﾒ�*ﾒ�4b���B�_r������,H6r�敲6r�棍 嘩 iト 十、 1蔚 匡1 留 ヽ ・ト 】卜 垂震 衷心 前世 嘩E 

K t、 l卜 く l臆 匡Ⅰ ト巨 式 韓 蛛 H 冑ﾒ�m��ﾉfﾒ�*ﾒ����ｺxuB�6xｺr���9�����｢��������"�����惲�*ﾒ�奄 しま 韓 唾 i 藁墓 前出 没単 仄xuB�-��|r��2�辛 ｛ 七、 l卜 く �����������ﾉfﾒ�*ﾒ�華 ト と、 l卜 く 亅b����･x躋�免���"��b�uHﾌ���ﾂ����6r���ｲ�蓋彗董 卓卜二 ・EJ 綿�vﾂ�}������劔孝 吉 七、 l卜 く 

膳 【司 旧 式 輪 唱 凵z卜 く l摩 匡【 桁 傾 綿�B�ｺxuB�ﾕ����ｪ2�+��亜 匡Ⅰ 恒 式 韓 ぜ 僵R�ﾙ��ｸﾂ���ｭ��+｢�同 区彗 屈型 式。 堀＝削 1日贋 �=ﾉ-��ｸx8���imi9����遣 l 窮ゞ 漁N Eも ���IJﾈ･r�*(��+��鮱X�B�+ﾉW����"�日： 。′○ 7ト直 小出 l崖庖 匝IE 劔綿紐�ｺxuB�ﾕ��j"�<r�=2�

1中 ��(b�1中 �ﾂ�咽 俑ｲ�側 仂"�帖 仭B�側 �ｨ獣�一因 ���1 鳴�≡罫 に 儻��,��罫 佐 凉2�叫 

組 弱 ��B�ﾋｲ�吊 措 塗 蓬�G���y�r�ｧｸ州�煙 祁 1嘔 烹�伉�ｭ��9��鯉 祁 腫 僭｢�ｿB�魵�『 煙 胡 座 佩��ﾅb�魵�寸 d・巧 ▼一勺■ 鯉鯉 等咽 佩���"�鯉 瞑 鳴�ト 飽 和 腫 �5"����z���組 側 腫 ���l 板�相 可口 碑 

（ ��������　　（ ��������〈 ��������　　（ �������� ��　　（ ��������　　（ 冉ﾒ� ��������l ���������� ��

l �"�l ���1 ��� 鳴�d �� �� ��l 鳴�l 鳴�l ��

朋 蛤 兩ﾂ��b�境■ 腫 僭ﾒ�wｨ爾�媒 閻 哩 弍��nﾂ�8��ト 十年 か閻 lI嶋 �*���b�ﾜ��喝 乖R�側 ��B�糊 傚��聾 厄 E： ��r�g��:｢�義竃 丼xｩb�蓋竃 勁ﾒ�ｺｸ���勧 告 

埼 廉 曙 �2�:ﾂ�)ﾒ�暗 闘 喋 �2�:ﾂ�)ﾒ�埼 舶 際 俑2�IR���坤 廉 照 俥��IR�ﾉｲ�綿 舶 曙 冤��IR�7��相 調 曙 冤��IR����暗 闘 曙 匏｢�[��)ﾒ�粥 湘 曙 ��B�Y��)ﾒ�業 廉 喋 仂b�;r�hﾂ�張 胸 膜 儖ｩ�"�蓋垂 

嘩 ㊥ 鳴�嘩 ㊥ ��d 嘩 ㊥ 冓��xb�平 ㊥ �*ﾂ�xb�噂 ㊥ ��枇 器 岨］ 畢 ��哩 ㊥ ㊥ �ﾂ�xb�鱒 ㊥ �*ﾂ�xb�卑 ㊥ 儺ﾂ�xb�嘩 ㊥ 冑��xR�町 ㊥ 

Z 覆�Z 覆�卜＿ ○ ��h��� ��hｮﾂ�≡ 僵ｹfﾘｬB�j溢c��7ﾈ+��R�≡ �B�≡ ���� ���惲����○ �����x��� ��ｲ�：≡ 

● �� �� �� �� ��● ��■● ��等 ����寸 �9��
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甘 U 躍 粘 ≧ 豫2�R�oB�D����酊�澄 U 躍 鮪 ≧ ����R�ｽR�h��ｹ��澄 U 琴 搬 巨 ����R�ｽR�h��ｹ��澄 U 琴 搬 ≧ ��ﾂ�R�ｽR�L���b�歴 U 琴 搬 ≧ 凛2�R�ｽR�L��ｧ��描 0 琴 推 ＞ 儼��*ﾔ｢�ｽR�ﾇ���B�描 く） 琴 鯨 ＞ 儼��*ﾘ�｢�ｽR�ｦr��B�糧 U 琴 維 ＞ 處b�R�ｽR�h���B�拓 U 幸 子 鮪 ト ���R�ｯ��u��ｪﾂ�6r�掟 （⊃ 寄 与 鮪 ト 佗"�,��H2�k��罫 に 宇 宙 佗"�]��ｯ��餝�

4岩 瀬匡 童 両 琳 ������B�R�ﾍ2�ﾜ��的 ト 惟 酪 込 トP 1宅 ト／ 佗"�6r��"�(2�6r�R�ﾈ��Uﾒ�f��．e l二 人J 田 野 倆B������R�ﾍ2�ﾜ��せ 4り 烏 e 皐 も 柵 践 ��2�R�F(�｢�.�����q昌 博 云 俛8*"�ｾ�+���8.��手�H�ﾒ�6x6ﾘ+X-ﾂ��r�矩8ﾂ�.�ｧｹ<R��H�H�ﾘ�R�佃 1咽 壷 而 ｛ e 仄��v��ｷｲ�7｢�ｸr�6R�y��6x�ｲ�ヰ岩 場 云 ��★ l．n 薫 Iノ 「 蝶 卓1 J �8ﾘ5"�ﾖB�枌�ｺｲ��b��ﾛ��K P 俺 Q 堤 仰 肇 緬(b�5��ｨ�vﾂ�舒��.��ｧﾂ������Vﾂ�安 も 十 宅 両 回 偬���_x�｢��(b�nｨ.B�秋�"��8ﾖ"��ｾ｢�e嘩 璧l＝；。 」巴巾 忘里烹 巨罫＼／希 望′nも 陣中 �/��排�､b����

合 田 竺 嶋 欄町 珊 �62��(�b�8���2�州�柚 も 室 義垂 抜�6x�ﾂ����?���KX.B�ﾅ)O｢�渠 罫 隷 ト 鳴 舶 州 u 狽�����ｨR����州�垂空 堀や 伽ニ 蛸ト しま．⊃ �6r��H�H�ﾒ����ﾉ�*ﾙ�����98�ｲ�E�ﾂ�jh��?ｨ.B�正 里 1専 舶 咽 竸h���X魵��9;b��(�ﾈ蔗�?ｨ6｢�盲。 筆写 ト′ ＝、＿⊃ 露草 u｛ �6x���"��_2��^�R�Vi���捶��臨 空 二将 棚 唖 儷B�ﾛ"�6����?�ｩﾂ�$�����孟 毒焉喜 ＿、：ヒ 品車 詰ま u・博 乂ﾂ�ﾘr�Zﾖﾂ�ｫｲ�幄�｢�$��喝 抑 嘲 JJ 叶 卍 廿＼ く ��ｸ�R�R��ﾔR�寂�(r��"�G 亳�ﾅ"��ｶ��e����?����呑薫泰 璽至芸 tや■一 志璧菜 淵鮨く u蝶刊 澱�wb�62�ｫｲ�tﾒ��2�

旧 式 韓 咽 �6xｺr����2�州�遠と 式′二 桁ニ ■■■ �9t����B�ｭ�.��癖ｹB�トE 式′二 撰巨ゆ 雌£ �6xｹ�����"�Ⅸ�慣捉 式髄 掃出 咽富 �6xｺx咤�鮑���"��8ｺｲ�ｨY���旧 式 爺 噂 �+ﾈｶ�蔗�ｪh+�ﾟ(塊�nｨ7�986｢�;)ﾍｸ8ﾂ�慣《 右甘 顆慣 増便 兩x�ﾂ�嚢.��ﾈX.B�ｨYKR�版 式 笥壱 憾 侘"�gｲ��ﾘ軸�ｫb�個ト0 本P 謂・ 憾慮 兢X�"�gｸｫb�ﾄ���碧�"�屈 を 窮′ヱ 塑謬 儖ｲ�/��n｢�敖�墓室 冤�+(蜥��KX���48ｼ)eﾒ�J9ｧﾙg��早J二 本卜L個 窮e式 増せ卜窮 �&ﾂ�gｲ���ｲ�ｫb�

罫 ト �� 

咄 辧"�噌 辧"�噌 俯��ﾗ�����｢�噌 佐 界・ 針 ����噴 兒ﾂ�噴 兒ﾂ�叫 匿 弁・ 叙 ����咄 ����咄 辧"�咄 俯��ｲ�T��R��｢�噌 辧"�

堅 �6b�些 細［ 佶��堅 舶 優R�ﾉ��1Ⅱ 堅 �+2�堅 腑 佶��蜃 杞r�1Ⅱ 堅 佶���r�1Ⅱ さ 佶���r�土 糎 杞r��r�堅 仗��堅 ��uR�+2�

e ・区 彗 十も 妄 吊 00 帽 章毒 岩雫 綿���ｺxuB�蕀dﾂ�%���2����{�6r��ﾈ6r�."����������6r�*ﾒ�魵����†ト －ト l顔 匝Ⅰ 綿����俶��ｹ2�,��oB�{�6r�����."������R��ｩfﾒ�*ﾒ�鰾��俶��匝Ⅰ 宅 淵 陀 了ト －ト 感 ヽ 七、 】卜 く l臆 匡Ⅰ ����ﾙ��������ﾎ��oB��X6r�†ト 十、 1摩 匡Ⅰ 冩B�ｺxuB����gﾂ�ﾄr�ﾆ��l凝 国 華 捌 隔 †ト 彦���X�"�魵�ｺxuB�l磨 Ⅰ司 華 捌 謳 Th �,H6r��"�軍�ｺvﾂ�Ⅰ司 三豊 毒】 甜 照 1ト ≠ 歴 代 ・ト l卜 く 腫 画 王望 �,H6r�8��軍�uH謦�Th 小 鳩 Ⅰ司 彦��惲�KR�uH謦�iト ≠ 躍 匡Ⅰ 十6 廃 せ ！ 窮 捜 【］ 捌 罪 状 度6r��X�"�4b�ｺxuB�了ト †ヽ 騒 匡Ⅰ �'���X�"��ｲ�ｺxuB�l磨 国 華 由 霜 lh 緬h��ﾙ��揩�u"��"��Vﾆ��

垂 ヽ ・ト けヽ く 膳 匡Ⅰ 劍��������2�����ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ紐�ｺx�｢�垂 三 ｛ 七、 l卜 く l鼻 匡Ⅰ 偖ﾈ������6r�6r�ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ･"�ｺxuB�十、 や ト 七、 l卜 く 1磨 匡Ⅰ 圃 式．。 �-�����"�6r���R�ﾉfﾒ�*ﾒ�魵�ｺxuB�＋、 礫 ｛ 七・ l卜 く l磨 匡l t固 着．。 亳�����"��2��86r�ｩ����*ﾒ����ｺxuB�亳�����"�6r�����惲�*ﾒ�������義 ＝ヽ N 七、 廿＼ く 騒 匡Ⅰ 亳�����"��2��86r�ｩ����*ﾒ��ｲ�ｺxuB�亳��gﾂ��ｲ�ﾆ��B�H.��茲�ﾗ��義 樹 霜 lh t J≠ 捌 降 亳�����"�6r���R�ｩ����*ﾒ�ﾉ���ｾb�小 寒 ｛ 七・ け＼ く せ 王 旧 式。。 �����b��"���R���6r�*ﾒ�ﾉh��uH謦�ｫR���(�"�

恒顔 霧翠 �&ﾂ�ｪh�(�"�旧 式 �6xｹ��{8�"�恒。 肴†ト ��ﾂ���"�ｸs���H6x6r�旧 式 从��(X�"�亅R���侘"�/��層。 式1ト 儉R�gｲ�庖 本 �&ﾂ�/��厄 を 冢��/��卓 を 冢��/��

韓lト l当人 亊���ﾈﾛ����桁 ぜ 亊��X6r��6x6r�冷≠ 1日腹 剴ｼ 憾 从s���ｫh�"�笥壱lh 闇ト 枅ｲ�軍�笥壱lh 憾≠ 从r�ｫb�訴人 憾堪 从r�ｫb�窮 唱 从r�Ⅸ�窮 嘩 ����ｫb�窮 嘩 亊��敖�窮lh 嘩≠ 枅ｶﾆ��ｫh�"�

仰 仂"�一因 凉2�側 兀2�幅 兀ﾒ�椙 侈b�梱 侈b�娼 做"�欄 凉2�側 僵R�欄 凉2�冨 件 儷B���

飽 和 」昭 ���9�+��魵�q 亜 ■ 睡 ���Z2�,���ｧ��淵 ■ 1咽 ��"��｢��州�世 相 1咽 假r�,���州�泄 相 場 鳴�贈 佃 11厚 兒2����魵�贈 亜 種 ����塊�霻�l 佩��敖�蛤1 嘩 處C��敖�贈 嘩 佩��敖�贈 嘩 鳴�

吊 �� �� �� �� �� �� �� ��虚 ��【り 價�� ��

l 鳴� ��l 鳴�l 鳴�l 鳴�l 鳴�l 鳴�l �� �� 鳴�l 鳴�

1如 法 悠D��d��嘲 敦 悠k2�冀�哺 塩 勞ﾒ�ﾊｲ�嘲 賢 勞ﾒ��B�1無 数 悠k2�ﾇR�t無 蛍 偃b��b�東 壁 �8ﾂ�¥r�哺 蛤 勁ﾒ�酊�哺 旨 勁ﾒ�酊�東 壁 勁ﾒ�ﾞ"�重電 偬I6B�

琵葡 儖ｨ�2�蓑藷 ��飲2�薫轟 刎ﾘﾆ"�琵恵 儖ｩM��琵葡 儖ｩM��薫彊 ����"�整審 ��"�葦蜜 �)泳��讃蜜 ���ﾆ"�葦蜜 仆ﾈﾆ"�整彊 估���ヽ管　） ��(*����｢��?8�X�｢�、苓さ　■） 凵A芯さ　） 劔佛��｢�脛、ノ �?��｢�脛） �?��｢�脛〉 �?��"�

嘩 ㊤ �ﾂ�xb�xb�叫 ㊥ �� �ﾂ�xb�皐 ヽ「 －P �ﾂ�xR�嘩 ㊥ �ﾂ�xb�せ・ 購 1⊂ ≠ 肇 兔2�xb�狸 ㊥ �Hﾅ��xb�陛 ㊥ �%2�xb�xb�十 哩 ㊥ 兔2�xb�陛 ㊥ 兔2�xb�裡 ㊥ 凛��xb�

【⊃ く乃 ��ﾈ�｢�*ﾙEB� �� �� �� �� �� �� �� �� 

○ 覆�⊂】 仄Xｿ2�ｨ.�� 覆�Z 冉ﾘ����h���卜＿ Z 覆�寸 ：≡ ��h���：≡ ��h���＝ 冉ﾘ���｢�○ 冉ﾘ���｢�：≡ 覆�：≡ 冉ﾘ������

耳 �9�� �� �� �� ��嘉 �� 冉ﾘ��� �� �� ��基 ��
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写 十 ‡軍 堕 們｢���O｢�､b�柘 U 琴 l 柘 ≧ �+��R�ﾂ�V��*ﾔ｢�ﾋ�����飛��b�甘・ l 描 くJ 葺 ÷ 礁 ≧ ��b�R�ﾌ���i*���b�寒 U 乎 礁 ≧ 哄ﾒ�R�ﾌ��佐��b�寒 U 葺 播 ≧ 僮b��箸�Y��h���b�澄 U 乎 播 ≧ 冩B���ﾋB�V睦�+��H�R�-卮��嘔 U 罫 鮪 ＞ 冢ﾂ�ﾝｲ�t��(��罫 ト 転 地’ 佗"�ｸ爾�ﾊﾂ�褪�瞳 J 享有 嫉 ＞ �/����ｽR�ｬﾒ��B�瞳 U 琴 艦 ＞ 燮ﾂ�R�ｽR�����B�罫 K一 撃… 皆 儷B�6r�ﾇ"�MX�b�謬 終 年 悪 佗"�ｸ爾�ﾅ(�2�､b�

謬 十 秒 1亘 ト 掛 とも ♪ぐl ⊥（ Q 俾ｲ�*��R�T�����痙 咤 湘 嘲 恒 ・E 量 ♯ 眠 納 車 雇 娯 匂Ⅱ′三 上上田 旧型l 式も 朸��,�����8r�.��L2�jr�抱�b���b��"�滋 拉 ヰ 湘 州 恒 ・匿 掃 報 眠 芸。 還雲 �8d｢�8b��fｲ��r��｢�g������"�x｢��"�R�ｸﾂ�D3���亳xﾞ��,H耳悊�k��b�増 加 硝 直 式 括 せ I∫l 奄 餃 コ 梱 三 も 雇 ��ﾘ"�*"�9��*ﾂ���-ﾂ�*����*ﾒ�､｢�U��E EI 聖l 1令 軍毒 〈屯 ＝丁も 蒜琵 ∩6 ）置 慣代 官別 添甘 味u 眠卜屈 �62�nﾂ�田 亳b�鍈�.��B�州�.(���ﾇ(�"��b�+��*��ｫR�布 ｛ 合 田 堕l �62�Zﾆﾂ�����[r��"��｢�(b�轌m��ﾈ6r�*ﾒ�ｫR��TR�ｴｲ��(���ﾊr�1宅 愚 概 罵 吊 り／ 卜 ；ヽ 画 �/���U"�g��R�*ｲ�恒 三 吊 喝。 。種 芋1咽 捲土 1咽蜜 琵彗 �(b�輾���ｽ��*ﾘ,���UY?���･r�.��｢�?������������ｨ,b��ﾈﾔｲ�ﾈ彰�46 腫 童 諒 e 巴 児l �6x���6r��X*ﾒ�6ｨ�ﾒ��������4H�"�吏 嗜 虐 梱 l【 ・抄 十七 匡 朴 堅 1g′二 伸頑 強ト£ 佇R�ｹ���������R�¥h�ｲ�7���.B�e��5(惲��-��韓 】 朴 e 里壷 。e ≠仲 Ml Q－■ 「ト中 田∴栢 空【ゆ ヒ＝叶 「混 蒜【ト 倡2����R�

三 嶋 舶 用。 裏芸 蚕室 勁"�'���2�冤"�x｢�jb�劍ｭ��ﾖb�wﾒ�ｫ��僵R��ﾂ�^2�1電 柵 州 燃�����,b�.��h��E｢�*ﾘ���ﾒ�ｸﾂ��XｬB�鳴 柚 咽 �1Q 柚 咽 僵R�tﾒ�州�望u 完璧 柚〉 相、 刳ｻ 仲 矧 冉I,���ｨ魵�+����h7��KX鍈��8���jI>�6r�劔62�=ﾆﾂ�ｨR�

しま トE E 損 嘩 刄gE ・匿 的 ♯、 眠 仗Y��fﾘ�B�6xﾆH+���&�ｦX�"�葮?�蔗�+X-ﾉF"�ｸﾈﾅ����X7����面。 E腫 軍需 ♯、近 県柁 刹� ・監 置 蕪 眠 亅R��XｬB��b��(���ｲ�亅R�R�ｸr�ｭ����ﾊr�亅R��TR����%ｲ�6tｲ�慣 ・E 簾 喪 服 倅��8ﾚR�ｸﾉ(r�������ｸ�x�｢�敝R�十十⊥ 雇毒 味（ 詭掛 嘩e 佻���b�<r�敖�ul雲 恒矧 式。 裾日中 嘩璧 ��8�i|｢�ﾕ�秒��YF(.������,��敲塊�恒蟄 Ee 凝視 嘲罵 替刃 俤x*ﾒ���,"���86x�ｲ��x,b���2�柚 咽 トE ・巴 

罫 佐 �� �9�� 冉ﾘ���寸 冉ﾘ��� �� �� �� �� 冉ﾘ��� 儻��6r�欝 K �B�ｸｲ�欝 貯 

喝 に 粂・ 穿・ ����叫 仄��叫 仄��叫 仄��■ ����■ ����■ 僞��咽 �ﾂ�哩 �ﾂ�噴 ����■ ����咄 辧"�

1Ⅱ 堅 佶��IR�皿 蜃 佶��皿 蜃 儖b��2�皿 堅 倅ﾒ�ﾉ��‡□ 堅 �｢�Xr�堅 宥��ﾉ��怪 糎 宥��ﾉ��tq 堅 ����ﾉ��堅 陣 倅ﾒ�Xr�怪 頼 佶��堅 糎 佶��堅 佶���r�

匡Ⅰ 三重 ：望 翻 終 了ト †ヽ 澄 K t、 l卜 く 1崖 匡】 恒。 寅★ト 度6r���������ｺxuB�ｶ��ｲ�H���ｩ��"�*ﾒ����ｺxuB�LR���1ト ｛ l厨 【司 十l 垂 ヽ 1ヽ 】卜 く l錠 匡【 ト巨 諒 吊 ��6r����ﾉ����俶���ﾂ��"��"�����ﾈ6r�*ﾒ��ｮr��俶��ﾕ����酳軸�Tト ト l顔 匡【 十l 垂 ヽ 七、 lト く 1磨 【司 胆 寮 抗 狽�F���ｸ����"��"�唏�ﾒ�D｢��"�����惲�-兔r�悩Z��ｭС�1ト ≠ l磨 【百 十l 垂 ヽ 心 【ト く l磨 【司 胆 式 抗 ��6r�����7���俶���ﾂ��"��"�"�%H�"�*ﾒ�ﾉh���俶��%����-ﾒ�7ト ｛ 1蔚 匡【 十も 垂 ヽ 上、 l卜 く 媒 【司 胆 やヽ 折 几�6r������紐�ｺx����.���"��"��8���ﾉfﾒ�*ﾒ�+���俶��ﾕ��.(�"�ﾕ"�Th 十、 1蔚 匝Ⅰ 十も 垂 ヽ ・ト 】卜 く l蔚 【司 恒 やヽ 第 免�������紐����｢������������ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ紐�ｺxuB�ﾕ��.(����b�ヽ lh Iヽ 腺 匝Ⅰ 三重 辛 ト ・ト l卜 岳翠 右腹 爺E 彦���2�,ﾒ�ｺxuB��8���"�6r�,h���ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ紐���B�;ﾒ�.(���ﾕ"�Th ≠ 1月 匡l 十l 垂 ト キ、 l卜 く l蔚 匝】 恒 や、 抗 仄xuB�蓼��z��¥｢���{�6r��"��b�����86r�ﾉfﾒ�*ﾒ����ﾙ��ﾕ����"��cx6r�了ト ｛ l廊 【司 竜I R 七・ l卜 く 媒 匡Ⅰ 卓 本 �?��������b��俶��Xﾂ�"�H���惲�*ﾒ�ﾈｮr�ｺxuB�Oｲ�m��顎壱 嘲 恥 十、 1願 【司 宰 ＼ 七、 【卜 重責 式≠ 几�6r��ｸ����b��俶��ｶ��[｢���R��冉ﾒ�*ﾒ�魵����LR���＝ヽ ＼ 七・ 【卜 く 腫 匡Ⅰ 値 を 免��.��ﾉ����俶��唔zr�%���"�����ﾈ6r�*ﾒ��ｼ2�Hﾌ��ﾕ��.(���ｸr�Q 1亘 †q 盲弓 ・U ロ モヽ ロ 垂 簾 昭 棺 e l卜 く 榊†に 淵≠ 免���ﾂ�¥��ｺx���+ﾂ��TR�6r���6r�ﾉfﾒ�*ﾒ�魵�ｺs��

器トト 嘩雌 亊��ｨR�♯ 眠 ��"�k�� ��繊 眠 ��(���k��繊 眠 ����k��♯ 眠 �� ��"�k�� 冏��ﾂ�k�ﾈ���裾 嘩 从r�ｺｲ�窮慣 嘩E 舒ﾒ�敖�窮 境 �ﾂ�酊�亅｢�������

罫 l（ 仂"�鵬 仂"�㈹ 仂"�lq 棉��皿 倅ﾒ�皿 仂"�仰 倅ﾒ�仰 仂"�博 僣��側 凉2�側 佗"�ﾈ��罫 降 凉2�

l 鳴�粗 相 ��R�z｢�l 僵���鰾�トー 煙 車 鳴�浬 兎 丼ﾂ�)ﾂ�q 淵 凋 丼ﾂ�6R�淵 凋 兒2�)ﾂ�l 兒2�)ﾂ�隠 埴 1咽 兒��,��e��鮒 胡 座 ����Z��ﾍ2�ﾜ��l 鳴�l 鳴�

● ��｛ 烹� ��ﾂ� �� �� �� �� �� �� ��l ��l ����

l 鳴�d ��d ��ﾂ�d �� �� �� 鳴�l 鳴� 鳴�d ��l 鳴�l 鳴�

蓋琶 偬I6B�掴 替 �,ﾒ�=b�㈱ 敏 �｢�ﾇR�㈱ 駄 �,ﾒ�ﾞ"�胴 蛍 仂ｲ�ﾇR�胴 替 �;r����胴 旨 �;r�g��胴 栓 �;r�g��辞 �*��粥 �*��蓋竃 亢ﾒ�魵�女 拶 傚r����

薫轟 估��"�薫垂 估��"�整麺 ��餉��整蛮 ��霄��薫彊 凭ﾉk"�薫彊 冕ｩ%ﾂ�蔓箪 估���薫蚕 估�ﾂ�薫彊 ��霄��整垂 估���窯垂 冽�M��薫嚢 估���

哩 ㊥ �ﾂ�xb� 冑��xb�哩 ㊥ 冑��xb�陛 ㊥ ��世竺 ㊥ 佶��xb�陛 ㊥ ��陛 ㊥ 兔2�xb�陛 ㊥ 兔2�xb�陛 ㊥ 兔2�xb�哩 ㊥ 俎��xb�陛 ㊥ 俎��xb�嘩 ㊥ 冑��xb�

ゝ 【の �� �� �� �� �����ﾆﾂ�X�"� �� �� �� �� �� ��

寸 ：≡ ��h���Z 覆�○ ��h���寸 ：≡ 覆�：≡ ����：≡ 仄X���ｨ�ｸ�R� ������� 覆� ����≡ ��ｲ�≡ ��h���卜． ：≡ 冉ﾘ�B��h���

寸 ��卜． ��ﾒ�卜． 冉ﾘ��� �� ��嘉 �� 冉ﾘ��� ����R�
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穿 K一 芸茶 盤’ ���"�ｸ�ﾂ�ﾅ"��"�提 U ll 蟹 ＋く 儼��R�ﾆﾂ�ﾈﾉ����寒 0 【 ヨ 胚 留 �/b�R�ﾆﾂ�､���｢�潜 U ll 脾 ・戻 ��2����Y�b�^h��尽 くJ l のlK 銅 嶋�ﾂ�ﾂ��2�*ﾔ｢�､���r��uR�描 U 寸 瞑 －K 号 †く ����R�����"��"�wb��X���糧 U 恢 Ⅰ雲 †く ����R��������ｸｪb�抱酊�掟 U 瞑 1く 雲 十 豫8�R�R�州�-r�敖�罫 K 軍 営 �/ｲ�h��晁���¥y/����ｨ�箸�H����蹄 撚 迦王 壁歴 ぐつU 鮪讐 凛2��R�ｬ8�R�R�野 搬 迦雲 型瞳 NU 搬讐 侈ｸ+2�舐�$(ﾉ��ｨX耳ﾇb�-h�h*ﾘ,"�ｯ册ﾒ�

10 ．G J∫l 、ぺ 柑 JJ 牝���Dr��I�ﾒ�敖�8d｢�eﾒ�慣 E 睾 鎧 トノ ・R u。 顎や 倅ﾘ.��Y�ﾂ��(ｫb��侏ｲ���H�ﾒ�n�.����ieﾒ�-ﾙVﾒ�+倚"�僞r�摩 損 ‡【E G 枢】 盤 ヰQ 稔 辧"�ﾉ��^��wb��陲�wieﾒ�療 規 トノ も 轟 雄�ﾈ."�6s�8h8｢�.越in"��(ﾚｹ}R�+�+�7��KX���yh��奢���ｨﾚｲ�����鍈�ﾝｨ�ﾆR�X���+��｢�6xｺy8茜���.��｢��ﾉD�."��ﾛ��ﾆH6｢��ﾈ�X�(6x�ﾂ�ｫd､｢�侍.����ｨ蓼�ｦﾒ�Xｷ(.��ﾈ9��,�4牝X."�����ｸﾞ仂｢�,h�i���ｳ�惲�棈�*(�ｸ��� ��ﾒ�*ﾘ���ﾒ�R�+��｢����-��(��-ﾒ�合 せ】 盤 面・ て も 里 も �&�璽��;｢�7�個�ｮﾉ~ﾂ�Dｩ~ﾂ�璧 違 令 笥壱 嘉 無 口 ．U ��5"�魵���nﾂ�,����R��X淏���ｲ�ﾂ�ｨR�仰�8ｩl"�_yiﾒ��ｨ��-ﾘｽR�ﾈﾛ���q□ 1昭 童 琶こ 匿 ト e 」や 几ﾂ����+2�ｫｲ�(r�ﾕﾙ¥｢�・く 鳴 湘 嘲 胞 を 凭��.(���ｬ｢�>��-��ｩ�<R��ﾒ�ト 北。 東和 ′腫 ＝・士 烏を 烏。 も郎 愛皿 旧賭 �6r�ﾗr�<r�ﾛ������b�7��ﾏｲ��ﾂ�.(���睾 堅 6 旺 榔（ ト′。 ヒ4口 金11匡 1．J 簾］王 亅R��TR�ﾎ｢�敖�｢��ﾒ����~ｲ�

朴 e 璧l 幅 伽 淵 卓 ・E 狽�R�T��ｫｲ��2�Z2��ﾂ��TR�髭も i烏 桁も 海産 口射≡ ±童lⅢ 庖Q 志せ】 ．聴 せu 4巨投 厚くH ・巳当 俔(*(ｮb�ﾉ(ﾍ��ﾏｸ,hﾖ2��'R�5&ﾈｷｲ�8�DR����B�nﾈ5"�ﾉ��8�"�･�+xｽ���.�燃���x�X�B�數<Yw��b�曝 吏 J も 由 的 掌 更。 側昨 1．台 庖長 老∵ゆ 冲ｸ-r�5I_r��8�dR�せ ！ 第 度 【］ 三重 慣 勺、 せ 4H 卓 ・巳 剴� 境 野 礁 u 版 式 帯 嘩 囘R�蔗�8��竒�k"�)ﾘ�"�Vﾈ."�n�.��ﾞi[｢�ｮﾘ.��斟Xr�せ・ 長 嶋 憶。 夢ゆ 鋸も U．も ト巨も 填倭 折損 咽月Ⅱ �<X自eﾒ�8ﾘ6x.B�蓼�.��dX.���ﾙ���ﾈﾖB�ﾕ)k｢����i*ﾂ�ufR�ｿ9nx�｢�6x��ﾈ2�F��gR�値 ミ ニ、。 1Qlや 1要も 罫も 司壬も u摩 ト＝樵 式Ⅱ 掃e l些せ】 剞y壱 l 嶋 鮎 u二栢 胆憾 式鰹 吊琴 l些P ��r�.(���ｸr�ｫh-R�����耳���ｹ8ﾟ"�ｮi����X環�ｸﾉmｩ(2��.��ｭ�.B�ｧﾘ自�2�窮 噂 1g 沓 夢′ヱ 礁朴 uH 個卜母 式ペヽ 韓州 嘲e �'X*ｲ�?�ﾔｲ�^h��-凭ﾂ�嘱望 u留 （樵 式。 軍昭 海上£ 宰量 ヰこ軽 焼も ）攣 言モ 栓e 馴辱 凭"�ｶ��"�+倅ﾒ�*�7���x奉��TX�"��(��ｵ����"�����ﾝ"�ｩ�ﾒ�u鞴�8┐�?�D��e杞r�チエ l衰： 鴇。 璧亜 口・□ 値椒 式曇 ら君 嘩催 せ。 車日野 旧上髭 E一心 佶��"�8ｩ(b�&ﾈ股��,b��ｩj����"��ﾈ�������*ｹ�ﾒ��(6x-��+冽b�*���ｸﾈ��~ｲ�^Xr�

罫 降 佗"�ｲ� �� �� �� �� �� 佗"�ﾗ��罫 降 ��習こ 降 ��卜ヽ �� ��

鴫 に 弁・ タ・ 俯��1叫 ��ｺ��噌 辧"�咄 ����叫 K 各・ 鼻・ 仄��叫 ��}｢�喝 �6r�咄 �B�噌 兒ﾂ�州�鴫 噌 俯��州�咽 て喝 ��h�"�州�

蜃 聴 佶���r�堅 倅ﾒ�"�怪 杞r�?ﾂ��"�1Ⅱ 堅 杞r�（E 堰 佶��怪 舶 弌b�堅 ��Vﾒ�H��1コ 概 倅ﾒ�6b�皿 蜃 佶��*��・Ⅲ 蜃 �"�HR�壁 柑 �ｲ�7��

′Fト 十、 1臆 国 直 E ｛ 七、 l卜 く l丘 匝】 毒 素 度6r���"�ﾉ�ﾂ�ｺx�｢�ﾘb��TR�6r�����ﾉfﾒ�*ﾒ�V��ｺxuB�ｫR�ｺｲ�7ト 心 慮 匡Ⅰ 毒】 R t、 小 く 膳 Ⅰ司 腹 式 笥壱 嘲 綿���ｺxuB��ﾂ�gﾂ�}R�x6r����������"����"�ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾉh���8謦�ﾌ"���"��cx6r�ｧﾘ���l摩 【司 曇 卓 甜 隈 7ト 十、 歴 ｛ ・ト l卜 く 櫨 土 眉 式。 簾了ト 嘩｛ 免����"�ﾈ紐������������"�ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈｮr�+ﾈuB�ｫR�ｸr�ﾉ9b�†ト 十ヽ l蔚 匝】 ■H 垂 扇 芯 †K 旧 式 弔 ・■ 几�6r���ﾈｼ2��俶��了ト ≠ l凝 匡【 免���"�ﾉh���俶��7ト †ヽ 把 早 ・E 窮 嘩 Th 十、 1磨 Ⅰ司 度6r�����]R�y�����ﾂ��ﾈ悊��ﾂ�彙����M｢�ｪ��ｸr�敖�ﾆ��B�ﾉh��B�′尺 他 家 璧 慣 ・監 窮 ・・1 Jlh ト l腐 心 凛ｲ��2�x6r���"�'"�nﾂ������拊��ﾛ��了ト 十ヽ 擢 匡Ⅰ 十‘ 妻 劉 照 了ト ≠ 旧 式 窮 1当 度6r��ｸ���魵�ｺxuB�7ト 1ヽ 腫 匡Ⅰ ��X6r�惲�ｭR�ｺxuB�7ト †ヽ 膿 匠 重 吉 ▲ト l卜 く 1厨 匡Ⅰ 庖 長 堀 唱 度6r���"����ｺxuB�x"�"�H���惲�*ﾒ��Oｲ�ｺxuB�LR���ｸr�ｺｲ�腺 匝Ⅰ 型 榊 原 Th 十、 肇 ｛ 心 l卜 く 堪 匡l 版 式。 窮了ト l肇も 度6r��"�ﾈｮr�蔗��ﾂ����2�����惲�*ﾒ�ﾈｼ2�uHﾌ��ｿﾂ���fｲ�ﾉJ2�

仰 俑ｲ�lq ��7ﾒ�18 仂"�梱 仂"�1q 卷ｲ�1マ �)ﾂ�娼 儻��,��欄 做"�罫 ト 儻�+��ｼﾂ�州 侈b�胡 ��7ﾒ�

l 鳴�敵 側 腫 �"�鍈�霻�組 側 腫 ��r��B�魵�塵 組 側 腫 ��R��｢�魵�相 場 咬R�ﾉ¥r�淵 l些 烹�u���2�寸 や l当 兒2�����州�淵 ■ 1咽 �7��ﾉ｢�ｫb�雄 雌 兒2�����ｧ��鰭 ■ 憾 �'"����魵�d 淵 ■ ��r��B�魵�

l 鳴� �� �� �-ﾂ� �� ��十 �� �� 烹� 偖ﾂ� ��

】 鳴� ��年 �� 鳴�ト ��トー ��● 鳴�l ��l �� �4ﾂ�『 ��

虫 謡 �7��ﾎ｢�ぜ ���撃 冦｢�目 �ﾒ�目 冦｢�苧 ����雪 冑��感 仂ﾒ�雪 俶���,B�ﾍ��Y���ｨｾ"��ｸﾝｲ�湛 緒 畢 �%��罫 妄目 蜃 冦｢�ｮr�ﾉ��

薫垂 凅ｸﾈ"�馳 tE 侈2�萪�欄 皿 凉2��uR�欄 ⅡⅠ 仂ﾒ��2�耳���僅 楯 －∃ 桾ｲ�;2��ﾈ���饉 柊 一∃ 亂ﾂ���8��塔 緒 ヨ 俾9M��彗蚕 俾8蠶�彗蚕 僥b�yR�鳩 圧 �;ﾂ�猛�縄 盈 叨��猛�

哩 ㊥ 凛��xb�xb�陛 ㊥ �$��xb�xb�畢 ㊥ �����xb�申 ㊥ ��h��処6w��+��｣��､��｢� 况｢�xb�xb�ヰ十 車1勺 亜1 呼） 傀ﾂ�."�ﾖ"���降 や 甲 ㊤ �ﾂ�xb�噂 ㊥ ㊥ �ﾂ�xb�xb�陛 ㊥ �� �� ��

【⊃ ∽ �� 版R��B�LU 〝） �� ��LJ （乃 ��ﾈ�｢�⊂】 （の ��ﾈ�｢��B�⊂】 ∽ ��ﾈ�｢��B�

○ 覆�寸 Z �+����≡ ����Z ��h��� ����｢�≡ 冉ﾘ����h���：≡ ��hｮﾂ�≡ 仄X���ｨ�ｳ��：≡ �� �� ��

卜＿ �� �� �� �*ｲ� �� �� �� 
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鞍 粘 畿 肇澄 くりU 鮪讐 ��Tｲ�R��,���H�2���澄 U と 峠 倒 �;R��箸�ﾈ�ｲ�;ｲ�7ﾂ�畢 鮪 笹 壁嘔 くつ（J 條讐 俘b��箸�ｹ����､�����掟 （J ≧ 恥 憎 �,ｹmｨﾇ"�>����Y=ﾂ���X�����v�｢�ч{B�単 や 軋 出 傲b����+��4��萪��� 

帯 】 俔�����.B��U"��"�恵�Xr�椎 工重 要 條 ト○ トノ £ 1U N t、 小 く 掛 ト や 旧 式。 韓亜 ��h､仂ｩ&���ｶVg���表立烹 �<X�wb�旺 胎 豫"�ﾅ2�."�､｢�僻 e せ】 堅 腑 トノ ヒ 十l 忘 粟 鴇 l 蟹 魚 苗。 ユJtや 旧▲正 式き ・E習 厖��感 

兎 こ 旧 劔Uﾈﾇﾉwh饕�富竃蒜 ㍗H鳥 劔�ﾒ����ﾌ"��XｬB�推 い も Jrヽ 鳴J 下云 E： e 芯 ∈ 転 錮 l 義臣 渡環 

式 詭 嘩 ト中 辛、 量 も 霹 塘 遂 朝 剴�+�*ﾒ�y売X9�蓼幹�*����9%��"�*ﾘｭ碓ｨ�.B�Y7ﾈ+��ﾈ6r�皇室蓋蓑 凉Y<Xｮﾂ�辨fｲ�敖�蓼���r�

詭 蛇 口 刄香y。心も叫 ここゆるゆ瀬 警去鵠題 ��9<X･�･r�毒宣誓 劔・巴 ト t沌 

：ヒ。 モート中 嶋J．∈ 霹咄 旧増 嶋も 出盛 胆鰯 剌ｶ芸言霊芸 i汚毒雲上 �<X･��|｢�埴屯醇 讐品召遥 誼l覇王 コ出′心 霊竃喜葺 睡睡窮寸 凛��E��,ﾒ����刹� せ l 窮 漁 

個【。 式で 劍薰�杏��杏ﾂ�Wx朱�ﾈuX�(��ﾉｧﾘ��?ｨ.)���個∴⊃幽壷論 式増も塵 ・咄胆 儕 l も 叶 从ﾂ����TR�佰ｸ�2�eﾙ�ﾒ�_s��｢�

・E東 冖ﾈ�gR�闇皿 僞m日豪ゆ 劔俾隶��口富 

冨 降 ��謬 降 

咄 咄 辧"��"�咄 叫 辧"����咄 咄 辧"��"�咄 鴫 辧"����咄 叫 辧"�ｺ��咄 叫 

好 捕 ��Xub�ﾉ��蟹 緒 丶����蟹 悪 侈ｲ���､b�匿 檻 ����ﾚ8�b�野 据 ����*��貯 留 

l臆 匡l t全 車 棚 拓 了ト ＋、 難 ＼ 七、 lト く 膳 ��6r��ﾈ6r�ﾈ紐��"������"�����/8�"�*ﾒ�ﾉh��uH謦�ｫR�fR��9b�†ト ト 1磨 【司 十l 垂 N b l卜 く l磨 国 恒 式 �,i�2����"�����惲�*ﾒ�ﾌ"�咤�6r�訷�2�ｸﾂ���辛 ヽ 七、 【ト く 膳 匡l ト 手， 旧 式 度6r��ｸ���:ｲ��俶��ｶ�����"��"�����ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾉ�����62��ﾛ��Th －ト l磨 血 彦���ﾈ6r��紐��"�lh 小 感 R ・ト 叶ヽ く l錠 匡Ⅰ トE 蓋蓋 fp【司 倅�B�ｹ2��������ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ�B������6x6ﾒ�･"�R�ｸﾂ���7ト 十、 十 重 代 ・ト 】卜 く 1磨 【司 胆 

【司 胆 刹� 境 l 窮 瞑 舒2�翫 劔糸聖 油重 僥菱,��

右。 韓了ト ■ 剿ﾆ��ｸy4ｲ�+幽ﾌ��！右 端闇 挫匡l 劔ト。 韓糊 塗鰐 迄���ｿ夷��+伜"�式 折 聖書 

1月 �)ﾂ�凋 �)ﾂ�1月 俑ｲ�罫 降 鳴�㈹ �ﾂ�lq 

潮 憮 ����u�����;"�贈 1些 兒2�ｫb�瑚 l些 �?�ﾘb�-h�X�����+���ｨﾎ��諸,��来��魵�樹 医； 丶b�J（ ）d 淵〉 裾目測 等上層 儼��敖�l 

卜 �� ��ﾂ� �� �� �� 

卜 �-ﾒ� �� 鳴� �� ��l 

富 岳目 愕 �(��d��r�頭： 僻 亳�����義 聖 �:ｨ�b�¥b�障 座 ������薰�]ﾂ�媒 刊 僭ﾒ���鯛（ 

霹目 堅 俛��,��畢 堰 �6｢��｢�器 堰 佗ﾈﾌ"�M��俐��|ﾂ�弄 ］庶 梃h6r��8�｢�

張 圧 傲��B�輩 塵 僭��'R�張 圧 僭��B�張 t 从b�B�究 匿 俥��+ﾂ�褐 直 

昭 1 睾・ �� �� �� �� ��

⊂】 くの ��⊂】 （の ��ﾈ�｢���,ﾂ�⊂】 ∽ ��ﾈ�｢��B�⊂】 （の ��ﾈ�｢���,ﾂ�⊂】 （の ��ﾈ�｢���,ﾂ�⊂】 （の 
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両 奉 拝 皆 岬��*ﾘ,"�三 野… 綜 野 中 冕B�ﾇ��R�罫 降 軍 営 佗"�ﾗ��黷�k��野 路 軍 曹 佗"�ｲ�ｧｸ�2��"�汁ト 奉 じ ゝご トー 僭��R�ﾅ(蠶�ﾇ���b�ji くJ 琵 鯨 ≧ 儼��*ﾔ｢�O｢�ﾇ���b�糧 くJ 年 拡 ≧ 仗Xｬ2�Fﾂ��姥��琴甘 Tl 璧冨 仗Y?��F��j姥��琴廿 ■て■i 蜜芸 偖ﾂ�R�Tﾂ�h���b�提 U 畢 煤 ト 勞���箸�Tﾂ�h��6r�嘔 （J 畢 鮪 ト 乖���箸�ﾌ��h��6r�罫 降 躍 曹 

仔 鴎 持主 渡 氷�H�"�+�*ﾘ+��+���8��68ｫb�$x���B�Xｩ2�曲�ﾈ�"�.H8｢�5ｨ�Xｸﾂ�,�6tR���ｭ��ｷ(ﾉ��69<X�"�$x.B�⊥‘ e 喘 一尺 仙 緊： 把 士 旧 ミ 脾 懸。 �.B�KR�鍈�ｭ��6x."�6x6ﾒ�I∫1 億 盛 観 鰐 も lO ．∈ ‡J 屯 頗 塵 Q ■両 袖 贅： 轄 U。 庖矩 ・巴．∈ 緬(b�kﾂ�ｨ�s��墺�.��ﾎB�DB�T2�."�+X-ﾂ�ｸﾈ�ﾈ���Ye�� 倬2��b�ｬB�ｸr��ﾂ�."�､｢�6tR�<X+��,H甁�.i�B�屯 胎 罫 K一 画 鰐 Q 抗 嘩 兎 吏 �� �9�ｮ"�圓�8"�母 �9�ｮ"��裵�8"�宗。 毒害 覇＝両 軍〉 匝哺＼ 咽も 購い塾 ul雲 ：監e 中一ベ 脂他 出監 優���"�ﾄｨ����Xｮ��[｢�."��I�ﾒ�.��重 言 烏 慣 湘 車 も 恩 単 座 �6r��ｲ��2�､｢�ﾏ｢��2�R���8b�Gﾒ����4品 腫 童 滴羽���ｺr�;b�叶 は l卜 く e 朴 e 〉く 庖 毒こ 爺 的����裵�;b� 

JJニ 旨壱ト 替＿⊃ 一♪鴫 も±： 弱空 ＃瀬 峰¶ 鮮去望 ��.B��Xｹ��H���-ﾘ�X�B�}y=B��X�C������VR�ｭ�."��X�����,�-x�"�藁 靴 旧 式 折 壁 � ����r�R�Kﾂ�帚�芸葦 モ：。 ＝、ゆ 歳二 と宣ト′ 詳岳三 乗肇 ロ＼／ �.B�6x���"�ｦﾈ.B���6｢�f�6r�.�~"�ﾔ(ﾝr�ｧﾘ.B�劍ｫB�,2�O��9�ｮ"�ｾﾂ�8"�桴.���ｪﾙw�����TR�)����9.2�ﾕ��"�X�2���B�ny�ﾈ.��容 湘 ：E e d 醍 卓 ・巳 ��+"�･)���･xｪﾒ��ｸ6r�ｫX9�8ﾒ��TVﾉe��雷。 せコ 4ト喝 ．ホ ＼／記 ♯巨巾 もニ 机UP せヾ 劍閉�}��h��9����ｺx�"�齎�����j�8��亶R�FX���R�ｮb����>ﾂ�gｲ�

壮 鮮 ��謬 ト 儷B�ｼﾂ�謬 ★ 佝H+��ﾗ�� 儷B��� ����ﾂ� �� �� ��■● �� �� ��謬 ト 

増 肇 辧"�]�����R�ｦX�R�咄 陣 風・ 各・ 辧"�ﾗ��h�爾�ﾘx�R�噌 終 年・ 各・ ����ﾗ��ﾇb��B�噌 降 タ・ 鉢 ����噴 ����咄 ����咄 辧"�■ ト 舜・ 鼻・ 辧"�咄 辧"�ｲ�鴫 俯��叫 仄��叫 

絡 せ �-���"�岐�脛 怪 督 ��燃�ﾉ��翠 ��r�ﾉ��醍 昼 佶�����堅 胎 佶��堅 佶��,��堅 ＝■ 佶��帚�iE 堅 佶��・Ⅲ 堅 ��Xub�(ｲ�堅 皆 佶��堅 佶��ﾚｲ�1Ⅱ 堅 

甜 罪 潮 境 竸���2�將�ﾄ��ｯR�ﾈ�F���=B�.��;R�ｫb�R�]ﾒ�;�9���TVB�潮 隠 【Ⅲ 1、 版 式 ・E 亮 蜜 詰 離 岩 せ Th 十、 凛"�ﾕ���TR�ﾈR�､2�ﾏｲ�5ｲ�ﾄr���b�����LR���ｵ"�贅���2�{�6uF��H�ｸ���7ト －ト 免��B�了ト ≠ 几�6r��ｸ���lh 十、 1凝 固 免���X6r�ﾉ���ｺxuB��8���"��������ﾉfﾒ�*��,ﾒ���B��ﾂ�闇 匡Ⅰ 十も 垂 掛 翠 iト 十、 澄 ト 七、 l卜 く 擢 匝Ⅰ 卓 免�������h��ｺxuB��.���"�����2�ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾉh��ﾍﾂ�ﾘb�lh 十、 1顔 匡Ⅰ 十嶋 垂 ｛ 心 l卜 く も岩 匝Ⅰ 卓 免�������h��ｺx����.���"�����2�ﾉfﾒ�*ﾒ�,����B��ﾂ�lh 十、 1眉 匡Ⅰ 壁 掛 謳 ★ 卓 免���X6r����ｺxuB�¥r�ｧﾂ�р��Tｲ�ｫ｢�lh 十、 1顔 匡Ⅰ 十も 垂 ｛ 、ト l卜 く 媒 匝】 卓 免���X6r����ｺxuB��ieﾒ�ｿ｢�р����･��腸 匡】 ■H 垂 甜 馬 首ト 十、 澄 ｛ 七、 l卜 く 濾 匝】 桓 免��B�ﾈｮr�ｺxuB��.���"��������ﾉfﾒ�*ﾒ��7����B��ﾂ�帰 t己 王立 卓 甜 照 了h t や 机 上、 l卜 く 闇 匡Ⅰ 卓 彦����ﾈｮr�ｺx����ﾂ��"��"�-2�*��"�*ﾒ�ﾉh��+ﾆﾂ�ﾕ��11ト ≠ l凝 固 

爺憾 鰭捌 電照 劔劔哀 詞 嘩 �/��"�ｸsx6r�敲6x6r�哀 詞 嘩 俾�����敖�煮 詰 嘩 倆��"�ｵ"�敖�勺ヽ 蹄 嘩 �5R�ｵ"�敖�式 騎 嘩 �X�"�ｭ�6r��6x6r�式 静 嘩 �/��"�;ﾆ�6r�ｪﾈ6x6r�哀 詞 世垂 

［】 で＼ 口 鳴�l 鳴�l 鳴�l 鳴�凋 ��ｲ�埴 ��f��亜 僵R�」や �)��帖 �)��1や 佝b�欄 ��ｲ�埴 

留 e 叶ノ lH 兒2���ｲ��ｨｧr�;b�l 鳴�l 鳴�IU 世 鳴�淵 窮箭 ：ヒJ 潮こ＝ 僭b��ﾛ��ト 牌 嘩 ����ｽ���8��贈 胡 座 �ﾂ�ﾅb�魵�配 l些 �'"�ﾈﾛ��q 組 側 腫 僭｢�ﾈﾛ��観 相 腫 ��r��B�魵�贈 祁 腫 冉ﾒ�u������8��l 

利昭 姫 ����塵 鳴� ��d �� ��d �6r� 烹�d ��■● 冉ﾒ� ��d ����B� 

贈 ⊂： 鳴� 鳴�l �52�l �� �� �� �� 偃r� �� ����ﾂ� ��l 

鰭 推 俥"��裵�斬 �*��l臣 民2 e 翁 �ﾂ�開 刊 仗R�愈 坂 �8ﾂ�E��哺 替 亂��ﾙ��確 境■ 侘��ｺｸ���命 境■ 勞ﾒ�ｺｸ���咄 境■ 勁ﾒ�ｺｸ���哺 境■ 刔���b�勧 告 亂��ﾙ��e窮 蛭 ・R 朝 劔劔劔剽I���ﾞ(ﾏｲ�

盲弓 や 偬ｲ�ｬB���縮 垣 羽 乘��･���r�粥 垣 ¶ ��r�･���r�醍 垣 ¶ 倅��ﾒ�g"�ﾈ��芸桔 伽 贋 �*2��2�?��清 廉 膜 ��ｲ�IR�hﾂ�娼 服 餌 �>｢�Y�����綿 廉 際 冤���R�E��錆 廉 際 冤���R�ﾝｲ�綿 廉 際 倅ｲ�Y�����娼 僻 餌 儖｢�ｻ��hﾂ�∃桔 伽 贋 

壕 町 况｢��r�陛 ㊥ ㊥ �$ｲ�xb�陛 ㊥ 兔2�xb�隠竺 ㊥ ��世 ㊧ ��陛 ㊥ 兔2�xb�噂 ㊥ �ﾂ�xb�噂 ㊥ �ﾂ�xb�唆 ㊥ �ﾂ�xb�畢 ㊥ ㊥ �ﾂ�x��噂 ㊥ 兔2�xb�陛 ㊥ 

琴 贈 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

石、 覆�寸 Z 覆�Z ����｢�：≡ 舒��寸 Z ��h���Z 偖ﾂ��h�R�Z 覆�Z �������ﾒ�Z 覆�くつ ��ｲ�寸 Z ��ｲ�○ 

袖 区 ��寸 �� 冉ﾘ��� �� �� ��勺■ �� �� ��等 ����十 �9��専 

憫
俳
霹
容
蝿
¶
玉
　
里
せ
寸
L
肇
計
　
　
N
帽



辱 0 琴 推 ≧ �-�����ﾒ�ｽR�j���b�短 くJ 甲 ÷ 推 ≧ �%｢�*ﾘ�｢�ｽR�O���b�せ・ l 描 くJ 琴 維 ≧ 俯X�R�ﾂ�V��*ﾔ｢�ｽR�佐��b�七・ l 指 U 琵 椰 ≧ 咬R�R�O｢�h��ｹ��輿 U 揮 鮪 巨 儺ﾂ���O｢�h��ｹ��畢 0 年 鮪 ヒ 乖��R�ﾌ��h��6r�橿 （J 乎 煤 ＞ �����｢�|b�R�ｽR�h��ｹ��瞳 くつ 琴 鮪 巨 豫2�������箸�ｽR��ﾂ��b�掟 U 寄 与 膿 a 燮ﾂ�R�ﾈ"�lR��b�野 路 軍 曹 佗"�,���ﾒ�MR�罫 K 軍 営 佗"�]��薰�k��罫 降 躍 皆 

トP 卓、 モー モミ 犀 若 く【E e 朝 食 詭 l 遍 裏 毛 眠 �.B��ｲ�ｨ�F��=B�.��7"�(b����X淏�ｧ(�"��ｷB�R�nr����ｿﾂ�z��m��+ﾒ�トゆ ・R 毛 も 康 塞き 皿 e せ】 悪 窮 l 直 �6x."�ｼ｢�ﾈ�vﾂ�閉�.���"��｢�飛�6x�ﾂ��"�ﾇR�Xﾂ��｢�*2�+ﾂ��TR�宗 も 墜 トP £ l．n 俺 も 霹 警 世】 唖 面 ・E �� 俯｢�D��ﾕ��Uﾂ�將�b�甲�ﾂ�ｫVR�ﾇﾉO��ｭ伊��k�幹�1Q t fス 東 面 ・監 窮 ♯ K ��H�H�｢�4��Er�蠶���ﾈ(ﾘｲ�ⅹ5��gｹy��ｸxｽ��u9?��ｸ8ﾂ�卓 論 J l睡 宏 ロ 1さ 志望 式一皿 。柁 二七 蓑喜 扇島 ′′／題 卜．」 ト留 �6x�ｲ�6x6ﾒ��R�uH���ｮﾒ�ﾂ�Xﾂ�ｵ"�ﾖ��ﾏｲ�版 式 抗 報 H 而 6 ヽ こ、tや 鳴る 叶金 田島 中躍 く窮 とjlⅢ 居合 ・Ed 横目悲 報ヨ ト」 �� 迫��nﾂ�l｢���fｲ�+��ｫH�"��ｧH."����b�¥8�ﾈ�B�xy=B�-兩"�棠^b�4占 11昏 童 tや トノ 東 壁 頭 重 ・∪ トE 言 僞r�ｪﾂ�ｬ2�.B�6x6ﾒ�e���R�ﾇ���R�|｢�nr�ｿ2�ﾋ��8��6r�����ﾂ�eﾘ�"��(6｢��yKR�ヰ岩 場 モ 訂 烏 革 盤 温 室 茫 願 盟 疲 �.��.��.��ｮﾒ�x��萪�2�H�｢�偀�"�X�H裵�6I?｢������(.��?ｨｶ��ﾇ員��ｮﾘ�9_2������t��ﾕ����y.2�ﾈX�"�ｨX.B�中 気 的 埜 ��棺 嬰 准 F tや ト ．．⊃ 紳 7ト ｛ 感 e 柑 偶 阜 十も 顛 車 第 1当 

き �� 冉ﾘ�B� �� �� �� ��等 冉ﾘ��� �� �� 佗"�ﾗ�� 儷B�6r�

鴫 ��ｺ��喝 俯��鴫 兒ﾂ�噴 辧"�鴫 辧"�鴫 辧"�戊 傅2�戊 俯��噌 兒ﾂ�噴 ����噌 降 牟・ 致 ����1呵 

†Ⅱ 堅 佶��堅 ��uR�ﾉ��堅 �7��堅 杞r�蜃 杞r�幹�堅 佶��堅 腑 佶��堅 陣 弌b�堅 弌b�9��堅 糎 佶��1Ⅱ 堅 ��uR�ﾉ��蜃 糎 

lh ≠ 1崖 匝】 十七 重 ヽ ＋、 l卜 く l磨 心 胆 詭 ��X6r��"��･"����｢�������"��ｸ���ﾉfﾒ�*ﾒ��ｮr������%2�j"�<r�匡【 三豊 留 翻 終 了ト 十、 離 1K t、 l卜 く 臆 【司 値 肴。 窮1ト ♯、人 肌闇 彦��B�ﾈ���ｺx���7��ｹ2����.��惲�*ﾒ�ﾉh��ﾙ���ﾂ�|��ｸr�匡Ⅰ ｛ 垂 劇 躍 了ト ＋、 歴 十 七、 l卜 く 個 丑 恒 式。 窮lh 填ト 眠堪 ��X6r��ｸ���鰾��俶����ﾋ������ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈｼ2�ﾌR�ﾕ����ｮﾒ�7ト 十ヽ l臆 【司 重 言 七・ 【卜 く l顔 回 版 式 器 �7���ﾂ�ｶ��5ｲ�ﾄr��6r��ﾈ6r�."��"�����惲�*ﾒ��b��俶��LR���"��cx6r��(��惲�ﾊvﾉh��7ト 十ヽ l臆 匡Ⅰ 重 言 七、 l卜 く 膳 【司 旧 式 顎壱 几�6r�����V��枌�ｶ���Vｲ��X6r��ｩfﾒ�*ﾒ�ﾈ����俶��ｸﾂ�����ｲ�Th －ト 描 画 義 ト ・ト 叶ヽ く 腫 匡Ⅰ 旧 式 韓 彦��惲�g����B���+2�6r��X6r�ｩ����*ﾒ�ﾈ����俶��ｸﾂ���ｭ��回 章 掛 謳 lh 小 寒 ｛ 七、 l卜 く l蔚 匡【 旧 式。 抗Th 昧｛ 眠l厨 ��b�枌�唔�2�+��+��"�6r���6r�ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈｷR����｢�mR�州�����6r���%�����"���{�6r�淤�2�■ih 十、 擢 匡Ⅰ 垂 潮 路 了ト ・ト 画 家 偖ﾂ�,i�2�ｸﾂ���fｲ�=｢��H�ﾒ�6r��X6r�･x･r���ﾂ�Hxﾇ���5ｲ�ｾ顰b����Vﾆ��＼ b l卜 く も媒 匡Ⅰ tJ 烏 蹄 1型 i 藁遥 笥壱曇 軽挙 几�6r�.���b�uH謦�ｶ��"�H���ﾉfﾒ�*ﾒ�����俶��6tR�燃�■iト も 膳 Ⅰ司 義 兵 ▲ト 叶ヽ く l臆 【司 トE 式 ��"�����ﾉfﾒ�*ﾒ��b�uH謦�6x�ﾂ�|｢��2�敖���j�･r�Lﾘ��ﾈ(ｹ2�慣 味 読 改 廃 哺 ト′ ・En 。やl Tト虻 小計 1願望 【司．上 佗���"�6r�8猛�DR��YF"�ﾟ"�.(���7｢�n��<X+��匝：ぐ 田う lU 立てト u｛ 聖罠 霊芝 墓嚢這 。Ⅰ口【£ †トト′他 心珊鳶 1日［甜 回やレ 
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d �� �� 烹� �� �� ���� �� �� �52� �� 
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胴 境■ ��r�ｺｸ���制 境■ 伜�B�5X���舶 境■ 僮R�ｺｸ���掴 旨 �,ﾒ�酊�湘 旨 俎r�酊�掴 替 ����K��湖 ！缶 倡r�♯ ��"�帽 ����ﾂ�灸 ≠ 祁 冲��儲 傚��窮 境 母 御 
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欝 匿 顎… 盟 僥(+��]��[ﾒ�幹�雪 雑感 日 蓮竃 ���R�ﾌ��-���b�薄 （J 躍 拡 ≧ 儷B�ﾗ��oB�､b�謬 降 拝 啓 儻������､b�・臣 † 橿 U 深 甚 と 俯X爾��R�ｨ��+X�"��ｲ��"�ｧ��罫 片 耳 盟 凛2�R�ﾂ��ﾈ�������u"�甘 i 提 （J 】 竪 匿 �+��R�ﾂ�V��R��｢��柎��$��拓 U ll 転 ＋く ����R�ﾆﾂ�､���ｸ*ﾒ�華 （J l ヨ 郷 喝 ���V��*ﾔ｢�M��ﾘﾂ�Iｶﾂ�潜 描 く） 匝 煤 綽 亂b�ﾂ�V��*ﾘ�｢��hｺr�ｬ｢��i(b�渾 l 梅 0 匹 嘉 ：中 亰��*ﾔ｢�6r�?r�M�����

†中 点 I．n I袷 も 義 憤 e 了ト 十、 空 車 仲 島≧ 丿ﾒ�6r���7｢�ﾆﾂ�x����R�x｢�.B�6x6ﾒ�|｢�.���｢�垂 ト ヰ e 朴 ト 薫 俾ｲ���ﾂ�R�ｷｲ�8��■ 袖U ト ■ 騒 18 廿ト ト 仝ま 喝 碑 珊 芸垂 嘩巨と 儻��*2��b�ｨR�ｼ"�ｫ���UR�■ 11良 妻 ��X."�6x6ﾒ�ﾛ��|���(�"�朴 Q i ペヽ 十 1e 朴 冖"����R�［E 型 l．n 叶J 萌 毒 鳴�<R�R�����ﾒ�6x�ﾂ�排�渡 口 苗。 1JtO qヽヂ ■・Q 蓋義 に屯Ⅱ �<R�軛���6x�ﾂ�排�1 直 ・旺 盛 鎧 1、ノ 烏 勞ﾒ�+ﾂ�R�8ﾂ�¥r������岩垂 虔普 琶毒 牝��6x�ﾂ�-��ｩ�����｢�.��IO JR 裏表 毒肇 亊��ｧﾒ�ﾇﾉw���8躋�h�ﾞ｢�X.��ｨｹ¥ﾂ�讐軍 艦卓 E吊 。巾 湖上帽 と。 も憾 ′、こ、 卜琴 俾觜萪��ﾆFR�6X楮塊�y郵ﾙ2�.)n�?｢�6､X�"�)ﾈﾇﾂ�|霽��

ト′ ＿⊃ 誓 斗 重 層ノヱ 長巾 笥壱嶋 嘩P ��ﾂ�^2�_r�$r�ｸr�+����fｲ�����ﾘuB�����惲�ﾈｸｮﾂ�%H�"�*ﾒ�抱ｫB��,b��ﾘ鍈�巴 里 鳩 昔 直 義 l些 筈｢�I������ﾂ�+ﾂ�ｶ��ｧﾒ�回 斗十 〇・量 1台「 綜垂 直≦ 家相 吊卜 昧蚕 Hu �:b��｢���ⅲ�|｢�k��匡曇 璽蚕 ＝、ヰ七 重空 値柚 ・匿・U 兩b�+��ﾂ�ｫI}ﾂ���ﾉｲ�X､��.)*2��X8dｨ萪�ｫVR�嚢ｷ"��X���'Y�｢�器e 腎惑 。王立 こ、ユ上 場日屈 1雲・巴 琴． 東J 凭"�+��"�ｪﾘﾇ���ﾉxR�Yx��.Fﾈub��UVR�ｸﾉ���｢�冷 せ 壷要 口も ⊥辛 ゆ着き JJlⅢ 閲Q 式損】 ・聴 ・巴器 刔x蔗��鍈��8�4｢�.H.��､ｨ,h���s��｢�/�ﾟ"��YJ2��YjH�I���書壷 三上tや ヰトH 1J上上 卓ト 式〇 ・⊥‘ 《∵巾 �6xｹ��gｲ��｢�ｫb�Iﾒ�}ﾒ�萱要 義薫 落備 前宿 望志 車憾 俔�y��kﾈ�┐�ｺ�.��6ｨ8��¥�u"�蜜�9Eｲ��(ﾆB��)�B�ﾅh�ｩ9b��拾R�,i_r�ｿ8黷�烏喋 や」 ）旧 霊室寧 暇朝の リ車£ 庖1P小 宅草庵 前表も 増山喋 佛)j����+�+��ｨ������ﾖT｢�yX�8�9;��8ｨ8(ｮｸ���Y|｢�ｽ�ｶ��ﾙ|｢���ﾘﾏｹj�.��咾i?ｩ�yU��
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咄 辧"�■ 仄��■ 俯��叫 俯��噌 兒ﾂ�噴 ��勍ﾂ�嘩 �ﾂ�鴫 乖R�咽 仄��咄 辧"�咄 兒ﾂ�

蜃 佶��蜃 儖b��r�堅 脚 又R�ﾉ��1Ⅱ 怪 佶��堅 腑 杞r�蜃 杞r�蜃 �82�屡 佶��,R�1Ⅱ 屡 ��uR�ﾉ��1Ⅱ 堅 ��uR�鐫�1Ⅱ 堅 杞r�

i 記 能 蓋萱 。ユJ lh個 人式 騒論 【或蟹 ���6r������ｨ��ｺxuB�了h t 膳 匡【 単 三 ヽ ・ト 叶＼ く l臆 【司 几�6r��ｸ���:ｲ�uH謦�9����蔗������R��ｩfﾒ�*ﾒ�ﾈ����俶��匡Ⅰ と童 孝 樹 霜 Th 十 感 ＼ 七・ けヽ く l艇 【司 ��X6r��"��ｮr�����ﾂ��"��"��X6r��(�"�*ﾒ�ﾈ紐��俶��lh ・ト l磨 匡Ⅰ 十l 垂 ヽ 七、 小 く l顔 【司 免��B�ﾉh������ﾂ��"��"�"�ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ紐��"�てト ≠ 帰 国 孝） ＼ 七、 l卜 く 腫 【司 慣 ��V�6r�.��{b��俶��<X�｢����"��"�����ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾈ����俶��6xｹ��‡ト 1ヽ l＃ 匡】 几�6r��ｸ���魵��俶��%��蔗��"������ｩfﾒ�*ﾒ�ﾈ����俶��†ト 心 臓 匡】 几�6r�����紐��俶�����ｲ�{�6r��ﾈ6r�.B�竒�ﾚ��Th ｛ 1顔 【司 コ土 壁 東 本 】卜 く l願 【司 ����敖�x6r������紐��俶���ﾂ��"����ｩ����*ﾘ�Iw��ﾈ��R�&2�Th －ト l臆 【司 度6r��ｸ���魵�ｺxuB���6r��R�)ｨ6r�����u"�Z��f����R�7ト 十、 1顔 匝Ⅰ 几�6r�惲�Eﾒ��俶��(���"�6r��R�)ｨ6r��ﾈ6r�Vﾒ�汳�薰���7ト 十ヽ 亜 匡Ⅰ 迄6r�����E��ｺx�｢�ｶ��｢�ﾆｲ�x6r��"�'"�nﾂ�

ト巨 式 韓 嘩 儉R���9��州�匿。 貪†ト 器トト 嘩腺 俔��.(����2�ｺｲ�恒 やヽ 器 嘩 �6tR������2�敖�式 吊 ‡k ≠ 俾��-ﾒ�ﾉ��6r�儉R���ｭ��州�囘r�.｢��2�-ﾒ�州�ト巨 式 吊 嘩 ��侈ｲ�-ﾘﾕ��敲�XｬB�俔��-ﾒ����乏�6tR���ﾕ"��"�傲｢�ｸﾂ���ｭ��州�

1や ��B�側 凉2�欄 凉2�亜 ��Xﾚ"�一因 僵R�謬 降 僣��傭 仂"�仰 曠"�仰 �)��咽 �B�側 ��B�
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重 き 躍 皆 侈��*ﾘ�ﾒ�糧 U l 牽 くJ 處b�R�寸 U 紐�梅 U 琵 粘 ≧ ����R��ﾂ�h��,b�廿 † 柘 U 琴 鮪 と �."�+b�ｹﾂ�h���b�郵 U 写 経 旨 �-����ｽR��ﾂ��h�"�拓 くJ 琴 搬 ト ��ﾂ�*ﾔ｢�ｽR�ﾇ��6r�サ くJ 琴 鯨 ＞ 倅�,ﾒ�Hﾒ��2�h��9亂b��ｩ�"�髄 剥 雉 t壁 等牽 きゴ ��ﾒ�+b�ﾌ��佐��b�描 0 年 推 ≧ 勞��R�ﾌ��佐��b�せ 0 年 の ‡帳 と �+��R����,ﾂ�h��,b�剥 くJ 刈一 輝 踵 巨∃ 

野 闘 卍 嬰 佗��ﾎ�����X淏�ｧ(�"��ｳ����5"�����fｲ�ﾂ�.��6u��郎 耶 ト 穏 健 三重 唱 劉 照 幽."�芝 ＋4 藤 樹 照 幽."�6x�ﾂ�ヰ占 11昏 壷 鳴�ｩ���ｹm��ﾉfﾒ�*ﾒ�&ﾂ�/��ｸr�敖��}��ｪﾂ�J J劇 的 掌 更 坦 削 橋 も ユ⊂ 北 十 e 華 亅ｲ�ｫb�4昌 1嶋 モ ��b�ﾜ��;b�爺 喝 亜 種。 。梱 梱庵 車も も」で 睾粥 ＿績羽 8Ⅱe e単 価u 髄芯 ��せ・ が 咄 �� �.��ｩ��ｶｨ蔗�ﾒ�*ﾒ�ｸﾂ���ｭ�����?�*ﾒ�l(�ﾈ9��ｼｩ���1Q 叶 店羞 l卜 く 旧 式 韓 味 眠 鳴 ．亡 曝."����歟�����舶 車 も 弄 莱 心Ⅰ C せ】 悪 も 里 も ��や ．U 窮 悪 感 肯 胸 車 壷 垂 吊 も 

ト。 玉二時 眠柵 もP 旧＝寵 礪陛 眼も 估��6x6ﾒ�kﾂ��2�,h��LR����B�肇 雅 窮 l 阜 旧 式 刳v 靴 tE 右 裾 せ 剏Iご く場 面F 式褒 詞e 慢巨怜 �+ﾂ��TX����(6x�R�ｵ��ｩ|｢�ﾜ�����h7��Yy����ﾚ｢�琴 l卜 く 旧 式 窮 1些 剴h�����ｧﾔ��.$排�^嶬�ｸﾉ�����2�~(+���hﾍｹ���仭��ｹ2����b�ﾕ����ｭ��ｨR��%Vr��｢��R�替6 時椅 ul 恒〉 ・Elや 撰上宝 ♯一皿 眠億 ��ﾂ�ｵｩ?��?ｨﾈb�%��Y<���鳴�ﾉ8��｢�k�6｢�毛 玉 斡 騰 旧 ・E 綿6r��2�ｸﾂ�R�ﾈR�_��k��佰ｲ�串�"�eﾙ+B�+X+r�ﾕ�ｬ｢��鰾�-ﾘ�｢�$wR�

障 壁 �� 冉ﾘ���冨 K �9�� �� �� �� �� ��卜． 倡R� �9�� �� 

琶 肇 ����;ﾒ�T��R���鴫 終 身・ 舟・ 俯��ｲ�ｦX�R�kH�R�鴫 に 昇・ 昇・ 俯��,��T��R���R�■ 仄��咄 辧"�咄 辧"�咄 辧"�咄 仄��咽 �B�嘩 �ﾂ�叫 仄��■ 

照 d） ��uR��ﾒ�皿 蠣 綿���;ｲ�【旺 峠 �ｲ����堅 伽 佶��堅 仰 佶���r�堅 佶��､b�さ �+2�堅 杞r�帚�蜃 伽 佶��帚�蜃 佶��堅 佶��ﾊｲ�堅 

開 拓 ㈱ 増 度6r����‘lh 十ヽ 彦���X6r�てト ≠ 冏ﾂ�ﾄr������ﾒ�����ｫ｢�R�~"�+���X6r�����ﾟ2��ﾂ��TR�n��†ト 十ヽ l蔚 匝】 ■H 重 言 ｛ l卜 く 擢 匡Ⅰ �,H6r���ﾉh�����7ト 十ヽ l炭 匝Ⅰ 十嶋 垂 R 4、 小 く 帰 国 ��Vﾈ6r���"�ﾉh���俶��帰 国 三豊 壁 掛 照 了ト 十、 寒 N ～、 l卜 く 膳 丑 担 几�6r���"�ｴ��ﾙ��ｺ���"�6r�.��惲�*ﾒ�贅�ﾙr�了ト ＋、 闇 Ⅰ司 垂 ヽ も 【ト く 聞 【司 假r��｢�,H6r�B�R����神�ｧﾂ�ﾈ��蕀dﾂ�ｫR����b��9b�了ト 心 慮 匡【 車 ヽ も 小 く l凝 Ⅰ司 ��Vﾈ6r��"�ﾉh��uH謦��ﾂ���ﾋ������惲�*ﾒ�ﾈﾎ�����ｿﾂ�眠 1ト 1＼ l磨 Ⅰ司 留 ｛ 七、 壷毒 彦��惲�KR�uHﾌ���.�����2�����惲�*ﾒ�U��ｺvﾂ�&ﾂ�7ト 十、 嫁 直Ⅰ 叫 重 責 七・ 日ヽ く 膳 匡l 層 度6r�����4b�+ﾈuB�ｺ����ﾋ������ﾉfﾒ�*ﾒ�ﾌ"�:��&ﾂ�了ト －ト 堪 Ⅰ己 叫 垂 R t、 rTヽ く 腫 匡Ⅰ 旧 几�6r��ｸ���魵�ｺvﾂ��.���"��"��X6r��ｩfﾒ�*ﾒ��b��俶��ｸﾂ�1ト ム 腺 【司 垂 ヽ ・ト lト く l臆 【司 旧 

断 てト ≠ ��ﾂ�j��<r�ｫb�从ﾂ���ｸr�ｺｲ�俾��"�nｩ{�6r�h��)�2�旧 式 折 闇 从ﾂ���n｢����lh 1ヽ 膳 匡【 兒�����｢�ﾉ9b�未 読 味 沢 �*(ﾇ��_�ｸr��*ﾞT��訴 権 Hく 冕"����ﾊ��k��右 前 報 トK 倡R�62����k��式 瞬 ♯、 眠 俾��ｾ��ﾈﾛ��ｵ��

コ でヽ コ 鳴�l 鳴�l 鳴�仰 �ﾂ�l甲 �ﾂ�仰 ���"�1中 兀ﾒ�招 傅��娼 �8��凍 傅��lq ����将 

辛 e 吋J l囲 �6x6r��-b��y'"��ｨｨR�ム～ ｛｛ 醒煙 読折 襟欄 ■暮 佩��蛙 掃 輝 罫 偃r��r����組 側 腫 �ﾃ��敖�吊 組 側 腫 �ﾂ�hB�鯉 和 博 佩��ﾈﾂ�魵�煙 佃 1咽 �������ｧﾒ�泄 ■ 1咽 鳴�l 兒2�)ﾂ�淵 専 兒2�鍈�淵 車 兒2��｢�句。D ed 琵貰 揮州 竪竪 

鯛腫 埼 �� �� �6r� �� �� ��トー �� �� �� �� �� 

鯉 口 �� 烹�－ ��������年 ��������　　（ ����｛ ����������　　　（ ����������　　　（ �ｨ�R�一・ �� ��　　（ ��������d 

） ��ｲ�ー ��ｲ�〉 ��������｢�　　　） ��������｢�　　　） ��������｢�〉 ��"�劍�����｢�ー 

畢 罷 俶��弐埼 �)ﾂ�坂 腫 俶��哺 斡 勁ﾒ�毅�取 替 亂��ﾙ��増i ����嘲 勞ﾒ�嘲 �*｢�梱 �$��㈱ 凉2�掴 傲2�ｺｸ���漁 1昭 

荘羽 劔劔慎■ ��倡ﾂ�！告 冢ﾂ�野 倡ﾂ�野 倡ﾂ�旨 倡ﾂ�境■ 

盲音 律 冤r��V����神 埼 十 ��ｲ�ﾗ2���腑 垣 引 儷��･���b�栗 伽 膵 �*2��2�?��罷 胸 膜 儂ｲ��R��8ﾅ��埼 舶 餌 侈b�IR���粥 舶 際 傀b�����暗 闘 曙 �9ﾂ�ｼｲ����騰 栖 胚 俯��,ﾂ�8ｲ�鴫 栖 搭 俯��浮�8ｲ�醍 僻 鰐 僣R�jﾂ�ﾝｲ�措 胸 膜 

使 l塑 ��町 ㊧ �ﾂ�xb�哩 ＠ 凛���r�叩 ㊧ ⑧ 凛��x��陛 ㊥ 凛H���xb�卑 ⑧ ����xb�噂 ㊥ �*ﾂ�x��陛 ㊥ ㊥ �*ﾂ�u2�嘩 ㊧ ㊥ 乂b�xb�xb�嘩 ⑳ �ﾂ�x��x��卑 ㊥ ㊥ 兔2�xb�陛 ㊥ 

饗 贈 ��亡亡 Z �� ����ﾒ�｢�【こ Z ������｢�【⊂ ：＝ �(%��【⊂ Z ����ﾂ�｢�【⊂ Z 册9e2�｢�亡亡 Z ��ﾉe2�｢�⊂〔 Z ��ﾈ�ｲ�｢�【⊂ Z ��2�｢�【こ Z ��【⊂ Z 

℃・、 覆�ヨ ��ｲ�（⊃ 凩ﾒ�｢�M ：≡ ��h��� ��：≧ ��ｲ� ��h���：至 ��：≡ 覆� ��の ≡ 覆��hｮﾂ�くつ 
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せ・ l 柘 J 躍 維 ≧ �&R�*ﾘ�｢�ﾇ��,ﾂ�飛��b�食 くJ 乎 維 ＞ 儼��*ﾔ｢�ﾌ��佐��b�罫 に 顕 暫 兀ﾒ����ﾒ�ﾔｲ����L���b�嘔 U 顕 子 搬 ≧ 冢ﾂ�ﾝｲ�黷��2�淵 U 踵 鮪 ≧ 乂b�R��｢�ｺ����R�ｮ"�程 U ll 担喜 †く �+��R�ﾆﾂ�魵��Ym��憩 （J ll 帽 威 �."�+b��｢��X8��?2�ｨR�糧 U や ll 爵 巴こ 儼��*ﾔ｢�(b�?｢����nﾂ�橿 くJ ヤ ll 冥 謬 豫2��R�V��R�ﾂ����ﾖr�柘 U 中 ll 置 罫 乖��*ﾔ｢����ﾉ���X*ﾒ�拓 くJ ll 晦 十 

硫 駐 韓 H 刊 胡：。 轟孟ゆ 匝：最 短灸 望u ゆ富 小喪 章書 聖冒 至轟 くつり ∃遍 ��十、 も 歳… 慎 e 腑 仇 や＼ 旧 式 顕 せ 越 せ 阻 Hl 垂【。 1咽ゆ 土ば を碇 �r�.��"�ﾍ���.B��I|｢�蒭�處｢�8.��恢揩�*�;2�Vﾈub�W畏r���+｢�ｮﾙHR�zy�i<R��h�b�ｫX.B��?｢�ﾕ(ｫR��С�Y5��*H���敲�ﾂ���ｸ6｢�渧|｢�旺X怪 ト／b 那N u∴も 個女 官北 器■ せe 。辛 tOu 烈日邑 も式 包帯 咄星せ ■ 柵ニ ＝：■ 瞳£ 1上小 僧噂 毒こ曇。 窮東亜 酎囁擢 綿�ﾈ9���ｩg�����Y(h����hｹ�ﾞ��ﾟ)?ｩnﾂ�Hｨ�"�Vﾂ�ﾕ�{��.�J2�[x��gｸ��ﾇ�<R�-8*ｲ����ｸyg���(ｹ����握 蕗 食 吏 ト○ ト ＿⊃ 埋 斗 も 埴 土 嶋 舶 州 旧 式二 第謬 慨に �����z"�����H."�6x6ﾒ�｢�ｵ｢�-2�Yﾒ�����2�4x�2�&ﾂ����fｹg���ｹ���EE 璧l 鳴 伽 咽 庖 ・E 窮 境 Hく 估r�6x6ﾒ�｢�敖��R�H."�6x�ﾂ�ﾏｲ�ｾ��|｢�.��$��$��魵�;b�寺：望 E遍 。・E 帯窮・。 甥増収 ト。腫 ：ヒ巾：ヒ 奄金字 的����州�ﾘｲ�揩��ﾒ�6r��ﾌb�ｴﾂ�+����<r�:��5"�R�����｢�ﾕ�����TR�U．⊃ ト巨も ・E出 。鴫J 屡祁J 増感 IJ点 字凧 ・R． 三上＝、 韓烏 援兵 十」 器官 蔑呑。 □拒ゆ u省長 や孝心 刃蛋‡屯 旧くⅡも 式e毒 ・世塵 Eg近来 仂｢�ﾈ�vﾂ�d2�鍈�粉�8B��ﾂ����,ｲ�夢�ﾄ｢�+ｸ������"�棈���X�C�����ｸH�h7��;h�����"�8ﾘ�ｸ."�1占 睡 重 器 増 眉 毛 韓 拳 ～ 桁 兜 【1 ℃ 申 トE E 弔 悼 ⊂： �6tR�{��nﾂ���蕀7��裵���"�Y,���c�裵��ｹ�,b��H鍈��H�"��8ｿ8���R�?��X嵂�?ｨ���.���ｧｸ失���B�數jB�ｫI��ｭ闃��直 E 倭 増 ト′ 為 義。 せ巾 l量 前量 塵も ロ爵 日華 ゆ皿 JJe 恒也 転地 ・続 ・El 凅冑(.(*ﾒ�ﾈuiy冉R��ｦﾂ��H.�R���蓼�仰��几����弍x�4｢�Y%x.��$�8ﾉeﾒ����Hｷ"�ﾗY<y4��+緬�ｲ��'YXR��ｿﾈｼ����ﾓ�+���Xｸy,��ｿﾉns��ｧ����h�(蓼�h�"��X.H棈."�Y|ｨ�(6｢��ｹ��6ｨ8ﾂ�畔.�ｫｴ｢���h�d�ﾒ�磨 総 トノ も 寧芸 琶蓋 Dも 蓋喜 琴e 礁心 胆馳 式日 折目亘 1巨E 偖ﾆﾂ��｢�H*ﾓ��+r�+��.��ﾍ���9Eb�6tR���､｢�ｸﾂ��TR�R�fｲ��"�e2�ｵ�ｸ,b��諟.��揶*"�手， 串・ ．仁 も 手 張 l皿 Q d 鹿 旧 式 宅1品 。旭 ■ト・ト 忘童 ：亡。 Pl睡 出と 犀込 蜃渠 

表芸三 世震幅 i東嶺 乾山感 度（；吏 ロ8］J u滋も ゆしま曇 ・Ug咄 但東拙 家顎壱埜 ・u＿再 思担咽 

謬 K �� ��雷 K ��等 �9�� �� ��詫 �� �� ��

咽 ���叫 辧"�噌 ����叫 ��hﾔ��鴫 �ﾂ�叫 辧"�咄 ��XｨR�鴫 辧"�ﾛ"��ﾘ�R���叫 辧"�咄 俯��■ 

堅 陣 佶��塔 せ 佶��さ せ 佶��堅 佶���r�堅 佶���r�蜃 杞r�堅 �,B�野 艦 ��uR�Xr�蜃 佶��堅 ��2�ﾉ��1刀 蜃 

7ト 十、 1臆 匝】 垂 度6r���������������.���"�ト ・ト 】卜 く 1磨 【司 瞬 亦�ｭ��*ｲ�捧����(�6｢�ﾈ6xｫR��(���渥��ﾙ�揩�廿 や、 やl 把 計 層 や、 話 せ ��h-r�紐�9��｢�Fb�ｫR��TR�ｸr�ｺｲ�側 路 帖 罫 彦�������ｷR����������Hく †ト †ヽ 擢 匡Ⅰ 三重 孝 三 ‘K 七、 壷璧 嘉警 報詭 眠柏 度6r���"�ﾈ紐�ｺxuB�､｢����x6r���"�‘lh ≠ l磨 匡Ⅰ 義 几�6r���"�魵�ｺxuB��"�了ト †ヽ 擢 回 ・卜占 垂 几�6r������ｷR����｢�����Th 十、 濾 匝Ⅰ 三重 挙 彦����"�ﾉ5���俶��‘lh も l凝 Ⅰ司 垂 ト も l卜 く 媒 匝Ⅰ 几�6r�.���b�uHﾌ��Th －h l塵 匝1 彦��B�+��ｺxuB���6sb��"�Th ｛ 1磨 回 十l 垂 

ヽ 七、 小 く 膳 Ⅰ司 慣 ��������ﾉfﾒ�*ﾒ��b�ｺxuB�DR�l肇 ！ 刈－ ト 現 世 劔小 く 屈 式 器 唱 俎b�����惲�*ﾒ�ｪﾂ�ﾌ2�凵＝R ｛ ・ト l卜 く l磨 【司 �����ｸ����ｩfﾒ�*ﾒ�������R tヽ 】卜 く 腫 匡l �2���R��ｩfﾒ�*ﾒ��b��俶��岩 上、 叶ヽ く l臆 山 劔�"�H����ｩfﾒ�*ﾒ��b�ｺvﾂ�＝ヽ ｛ 七、 l卜 く l臆 【司 

太 閤 蕪 眠 �2�霙��"�k��†ト 小 成 匡Ⅰ �7ト 十、 1臆 山 度6r���"�ﾈ���ｺx���7ト 十、 1臆 匝1 俔����fｲ�敖�几R�6B�ｮﾒ�ｫb�恒 有 司壱 嘲 从ﾂ���;ﾂ��ﾛ��旧 式 貌 世垂 �6tR�j"�<r�ﾉ9b�恒 式 詭 嘩 剔� を 韓 咽 劔&ﾂ�燃����敖�恒 右 折 増 

鳩 仂"�鳩 �B�梱 ��｢�仰 ��7ﾒ�一昨 凉2�椙 ��B�・困 佻2�州 �ﾂ�栂 �ｨ獣�★ ��Yﾉｲ�娼 

雄 視 鳴�泄 佃 1嘔 鳴�淵 等 侘���9b�十 謝 個 鳴�泄 申 �ﾂ��｢��｢�鯉 佃 l咽 ��R��｢�H州�粗 相 腫 豫���｢��州�ト 組 側 腫 ����hB�(b�8��ト 淵 佃 1昭 ��R��｢��r�贈 寸口 腫 ��������ﾉВ�ト 観 相 腫 

d �� �� ��d �� �� ��ﾂ� ��� �� ��� ��卜 

d 鳴� �� �-ﾒ�l ����6r�d 烹� �� 烹�吊 �� �� 冉ﾒ�

こ ㈹e 蟹 �/��;vR����超 脱 哩 俶��朋 辧"�ﾞ"�勧 告 �8ﾂ�K��舶 旨 �82�翠 僥ｲ�歴 僖b�澤 �82�ギ �B�琴 冦｢�目 

綿 舶 鰐 傀b�ﾉﾂ�H��綿 卵 塔 俑2�IR���埼 舶 際 丼y�"�蓋蚕 �'X蠶�養蚕 ����e2�髄 皿 ����萪�髄 ・Ⅲ �����X�ﾂ�献 血 �����g��馳 」Ⅱ �$���uR�瑚 1Ⅱ ����萪�伽 ‡□ 
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表5　　出土した石器の集計表

名　称 侘)�ﾉ�Hﾇfﾂ�内　　　　訳 

H13年度 買�ID�7��H16年度 ��鞏駝ﾂ�

有舌尖頭器 途� ���6（4） �ｩ�9�����6�88�ｸ6sX��>�j)�ﾈ﨤H�｢�

石鋲 釘� ��4 �ｩ�9��(��6�88�ｸ6s"�

スクレイパー 釘�1 �"�1 �6�88�ｸ6s8��ﾛｸｮ#��

磨製石刀 ���1 �� 僞9L(ｮ"�

磨製石剣 ���1 �� 僞ｩO)zﾉnHｮ"�

打製石斧 ��� ��1 僞9L(ｮ"�

砥石 �"�2 �� 俚ｸｮ#���E9L(ｮ#��

敲石 ���1 �� �Iｻﾈｮ"�

石核 鉄"� �2�49 �6�88�ｸ6r�

剥片 都�� �"�68 俚ｸｮ#���6�88�ｸ6sc���>���5�,ﾙ?�鵁��ﾔ�*��｢�

合計 ��C2�6 唐�129 ��
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第1次調査

M14～16区トレンチ（南東から）

M14～16区トレンチ（南から）

M14～16区トレンチ（北西から）

M14～16区トレンチ（北から）

M14区内ピット検出状況（西から）

M14区内ピット検出状況アップ
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M6・7内SEl　上層遺物出土状況（北東から）

M6・7内SEl　上層遣物アップ

M6・7内SEl　曲物検出状況（北東から）

M6・7内SEl　曲物検出状況

M6・7内SEl　曲物完据状況（西から）

M6・7内SEl完掘後（南から）

LM14～15区遣物集中地点（北東から）
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LM14～15区遺物集中地点（西から） M13区内　サバ盛土及び東壁（西から）

LM14～15区遣物集中地点アップ　　　　　　　　M16区内　東壁（西から）

M15区内　盤出土状況（東から） LM14～16区　トレンチ内完掘後（南から）

LM13区内　サバ土による盛土検出（南東から）　LM14～16区トレンチ内完掘後（北から）
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LM14～16区　トレンチ内完掘後（北西から）

M14区　ピット及び柱痕（南東から）

M14区　ピット内柱痕（南から）

L13区　ピット及び柱痕（西から）

LM8～9区　暗渠石組検出（西から）

LM8～9区　暗渠石組（南東から）

LM8～9区　暗渠石組検出（南から）
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LM8～9区　暗渠石組内遣物（南西から）

LM8～9区　暗渠石組除去後（西から）

NO15～17区ピット群（北西から）

016～17区　東壁（西から）

M17区　石組列（西から）

017区　柱列検出状況（北西から）

N17区　SD内提瓶出土（北から）
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第2次調査

l　一一

†・ノ

LM24区表土除去後ベルト状の痕跡

NO24・25区　遺物出土集中部分アップ

NO24・25区　遺物出土状況

NO24・25区表土除去後遣物出土状況（東から）
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調査区内自然流路NR完掘（南東から）

調査区北側完掘状況（南西から）

NO21・22区内NRと護岸石組1（西から）

LM21・22区内NRと護岸石組2（東から）

NR内サブトレンチ断面（D（北から）

NR内サブトレンチ断面②（北から）

調査区南側完掘状況（北西から）
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調査区南側NR全景（北西から）

NO23～25区内NRと護岸石組3（西から）

NO23～25区内NR全景（東から）

LM23～25区内柵列（SAl）全景（北西から）

－90

LM21・22区内柵列SAl・2（西から）

調査区北壁土層（南から）

調査区東壁土層（西から）



第3次調査

試掘トレンチ全景（北から）

試掘トレンチ南側段丘部分（北から）

試掘トレンチ内出土遣物（須恵器）

試掘下レンチ内出土遣物（須恵器）

トレンチ内検出の溝状遺構

調査区完掘後　南側部分NR（北東から）

調査区南側部分NR（南東から）

－91－



調査区中央NRl及び段丘内NR（北から）

中央部NRl全景（北東から）

中央部NRl全景（南東から）

中央部NRl底部アップ（西から）

N33区内北側　埋納土器出土状況（南東から）

N33区内　埋納土器アップ（東から）
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調査区北側バイパス溝と杭列（南から）
一撃琴㌢㌍喪了や車三千三

、ヾ一一等㌫這議長醐

増■hL叫義　一㍉宣ふ．
一一　一一　▼

ミ1．　‘　－

バイパス内杭列（南東から）

調査区南側完掘後全景（南東から）

バイパス溝（南東から）

バイパス溝西側掘立柱建物跡（南東から）

一93－
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調査区完掘後全景（南西から）

調査区北側完掘後全景（南西から）

調査区北側整地面　掘立柱建物跡SHl（南西から）

調査区北側整地面　掘立柱建物跡SHl（南東から）

調査区北側NR2（南から）

北側NR2（兼から）
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須恵器
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近世陶器
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墨書（自棄・山茶碗）
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報　告　書　抄　録

ふ　り　が　な �*�*ｸ+�*(+�*ｸ*H-ﾈ,ﾈ.�-ｨ.x+�,H/��

書　　　　名 丿�68�)�YF��i;I&�5��

副　書　名 ��

巻　　　　名 ��

シリーズ名 �(髦�9hI[i+(ﾛ雲�ﾙ��

シリーズ番号 鼎"�

編集者名 傴ﾉgｸ��l��b�

編集機　関 �(髦�8ｻ8支効醜橙�

所　在　地 ��sS�����#�(��ｯ)Xﾈﾊx�(髦�8ﾔﾈﾊ�ｩ)ｩm｣�MI&��

発行年月日 ��ﾉ~�#��僖�8ﾈ�3�?｢�

ふ　り　が　な �-8.�*ｨ,���5(�ｸ6��冉ｸ債�東経 �+(ﾛ葦ｨｭB��+(ﾛ依H獣�

所収遺跡名 傀ｨﾝﾙ&駝ﾂ�倡9*ﾉ�｢�遺跡番号 劔lｨ�������

柿田遺跡 �+�*(+b��c�鶯��(髦�9}�68鬨ﾈ�62�+�,�*"�&�>��+�*(+b��c(鶯��#�#�B�08846 �3S��1370 �#��������#��#��3��c3�uH7ﾂ�#��#���R�倡9;佶ｩ�ﾒ�
つまのりはらちてん 馬乗洞地点 �(髦�8ｦ�68鬩��"�剴#X�b�06’ �#��3��#B�

（1～3次） 田sYMC��3csYMC2�+�*(+b��c8鶯��(髦�8ｦ�68鬩F��b�-ｨ.r�;CcsYMI&繧�､�)Tﾒ�剴38x��16′′ �3c�謦�#��S�C���#��S�c3��sss�7ﾂ�

所収遺跡名 偃ﾘ��¥｢�主な時代 偃X,�(ﾕﾂ�偃X,�)Z��剴ﾁ記事項 

柿田遺跡 佶ｩZ�(ﾕﾂ�奈良 中世～ 估�zy(ﾈﾉｩZ��齷�)zﾉр��7倡Hｮﾘ���ｸﾆ(ｮﾘ���I)GX���)(9�����剴ﾞ良時代を中心 に護岸を伴う自 然流路とその周 辺に掘立柱建物 

馬乗洞地点 俾��)zﾉр�近世 �Hﾌｸ�YG)�Xﾖ��R�藝Wｩ&���:舒ﾘ��ﾆｨﾚｨ��ﾕ����(X憺w�m云��凾ｪ存在。「垣田」 と書かれた須恵 器片が出土。 
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